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.会長あいさつ

f2年目の版画科」

多摩美大の版画科は順調に 2年目を迎へた。思

いの他多忙である。カリキュラムも固ったと言へ

ないので、あれこれ工夫し変行しつつ、授業も多

くなって、今までの倍も働いている気分である。

人数も増えて気を使っている。10年早く始めて

もらいたかったと思う。しかし学生は意欲的で希

望も多く 、転科を希望して来る学生も居る。学生

の男女の率が半々でバランスが取れているのも版

画科になって良くなった点である。何よりも 4年

と言うたっぷりした時間の取れることである。

学生の意見を聞くと、石膏デッサン、裸婦等基

礎能力に不安を感じると言う 。明治以来画家又は

版画家となる為めに習慣としてやって来た基礎能

力と考へて来た石膏デツサンや裸婦を勉強すれば

画家や版画家になれるのか、「デッサンをやれば

絵描きになれるのか?Jと絶叫していた70年代学
園紛争の学生を思い出す。

木版技法と言うと、パレンや金太郎パケが出て

来る。あれわ半紙大の浮世絵を刷る道具で今日の

美術館や広い画廊に展示する大きくなった作品作

りには至難の技である。リトは石を使うことが無

いのに石を刷る為めのプレスを使って不自由して

何の疑問も感じていない。技術は理念や表現の内

容によって変って行くのである。技術を習慣にし

た時アーチス卜から職人に変る。明日の作家を作

る為めに何を学ぶべきか、何が必要なのかを考へ

実行しなければならなし、。

f121年目の学校令」

明治4年に文部省係りがヨーロ ッパの学校制度

視察の報告書に「それ西洋の美術においては純粋

美術と応用美術有り」と言う有名な文章に始まり、

その時点で彫刻は応用美術であり、明治7年の再

調査以後純粋美術に入ることになる。美術に関し

ては総てのものが素料による体系づけがなされ、

木版・鋼板 ・石版のごとく絵も水彩画、油絵、ク

レオン画、鉛筆画と呼ばれることになる。表現の

内容が消へさり、材料による呼名で体系づけられ

ることで深く内容にいたらないこととなる。その

もっとも代表的なものが図案である、ごく近年ま

吹田文明

でデザインとはおよそ掛け離れた系体を歩むこと

になる。現実の美術は変貌しているのに明治5年

学校令施行以来100余年美術の内容はあまり変っ

ていない。

「版画教育」

1919年 (大正8年)緒言、山本鼎 (1)版画

の製作に関する本 (鋼、石、木版の三科を各一冊

ずつにした)を発行する事。(2 )文展に版画

を木炭画と同じ意義で受理せしむる事。(3 ) 

東京美術学校に鋼、木、石の三つを含む「版画科J
を新設せしむる事。 ぞれから74年、大学に版画

科を作るべきだと大学版画学会を結成して 19年、

漸く私学に版画科が出来た。織り染めもデザイン

科も私学からであったことを考へると日本ら'しい

発展と考へざるを得ない。

小・中学校の指導要領に「版画を作る」が入る

のが1958年 (昭33年)、それから35年、i斬く 美術

大学まで、版画の指導大系が出来上がったことになる。

版画を専門的に勉強した学生が毎年一定量卒業

しその一部は小 ・中 ・高に行き幅広い版画教育を

転開することになる。

「教育とは先人の文化の継承である」と言ってい

る文部省が、我れ我れの意見を入れ創造と言う言

葉を入れた時大きく動き始めたのである。

追記

学会誌が久々に関西の会員によって編集される。

以前関西での編集がとても評判が良く、今回も又

特質有る編集で好評を得ることと思う 。出来れば

地域を変えて各地で編集していただけたら特長の

有る学会誌が出来るのではと考えています。

編集は中心になる方にご苦労は集中するので l

人の方が「やろうjと言っていただいたら出来る

ので、原稿は全国の会員にたのむと良いので、ど

こで編集しでも同じと思う。唯、編集の考え方に

特質が出て面白いのではないかと考える。それが

関西での編集が好評な理由ではあるまいか。今回

の関西での編集のご苦労を思いつっそんな夢を見

ております。

l 



-版画の可能性

「紙に何ができるか。J

紙の工房

独立した男女共学4年制のコースとして、京都

精華大学美術学部の版画専攻は、 1987年我が国で

はおそらく初めての試みを開始した。そのために、

基本的な版画技法の習得を中心にすえつつ、さま

ざまな素材とテクニックを織り混ぜ、ミックスド

メディアやインターメディアの概念を総合的に考

察するカリキュラムを組み、実践している。コー

スの学生たちは一方で多くの自然素材を扱いなが

ら、他方で写真、ビデオ、 CGなどの機器操作も

学び、平面のみならず立体及び環境的な作品の制

作も可能な方向を、各自自由に選択し、模索する

ことができる。ちょうど4年制カリキュラムが完

成する期に、新たに大学院が設置され、都合6年

制の体制が整った。そして今春、最初の修了生を

送り出し、 全てのプログラムが一応完了したとこ

ろなのである。

さて、この少々欲張った感のある学習内容の中

で、最も特異な設備とそれに属するクラスは、何

といっても「紙」に関するものであるに違いない。

第 l期生が3年目を迎えた1989年の春を待って、

大学側の強力な援助を元に80平米余の製紙工房が

黒崎彰

完成を見た。手漉き紙工房が極めて少ない海外で

は、今日めずらしい存在とはいえないが、皮肉な

ことに紙の国日本で美術系大学はおろか、教育機

関に設置された最初の紙工房というわけである。

現在のカリキュラムでは、すでに l回生に 1ク

ラスを用意し、 3回生で続く 一つのクラスを履修

するかたちが取られている。シート状の紙制作が

目的の最初のクラスは、加えて色パルプを用い個

性的な紙漉きに主眼を置いている。もちろん、幾

つかの道具、機械などの取り扱い、及び、繊維やパ

ルプに関する基本的な知識の学習も行なわれる。

2回目のクラスでは、平面の紙を作るというより

パルプを用いた立体表現を試み、また素材や技法

の可能性を考えるチャンスとしている。これらの

学習の中から、版画専攻であっても紙造形に専念

する学生が何人か生まれ、各種の版画制作におい

てすら独自な紙を作り、さまざまな繊維や故紙の

リサイクルからできる紙に版画を刷る学生も多

し、。

ところで、この工房の設備は、パルプを用意す

る 「日間判 部分と紙を漉く「製紙j部分、及び紙

を 「脱水、乾燥」して仕上げる部分から成ってい

京都精華大学版画専攻木野紙工房設備一覧 1993/8/1 

部門 名 称 容量/大きさ 個数 製造冗 備 考

なぎなた式ピーター O.75KW/2kg用 姉川機工 和紙材料用叩解機

叩解
51 X 122X25cm 

ホーフンダービーター 1.5KW/2kg用 姉川機工 洋紙材料用叩解機

60X 151 X30cm 

流し漉き用漉舟一式 76X 122X41cm 吉田木工 撹#用馬ぐわ付き/木製

i留め漉き用漉舟 A 90X 150X45cm 2 姉川機工 スァンレス製
ーー一一一一一一一一ー ーーーーーーーーーーーーー

B 62X81 X45cm 3 大日本インキ化学 プラスチック製
ーーーーーーー一一ー一 ーーーーーーーーーーーーー

C 42X54X35cm 4 ヤザキ工業 プラスチック製

流し漉き用費桁 A 42.5 X 54.5cm 3 吉田木工 木/竹製
製紙

B 
ーーーー ーーーーーーー ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー

47X65cm 3 吉田木工 木/竹製

j留め漉き用費桁 A 26X36cm(B3判) 23 吉田木工 木/銅メッシュ製
ーーーーーーーーーーー ーーーーー一一一ー ー-ーー

B 43X55cm 5 吉田木工 木/銅メッシュ製
ーーーーーーーー一一一 一ーーーーーーーーーーーー

C 67X97cm(菊判) 2 吉田木工 木/銅メッシュ製

バキュームァーブル lOOX 136cm チャック・ヒルガ一体)木/メソナイト製

撹枠用スクリュー O.2KW 2 姉川機工 モーター付き/搬

2 ・ー 版画の可能性



脱水プレス機/ジャッキ lOt用 2 カヤパ工業 油圧式/鉄製

脱水プレス用フレーム 67X 104X 148cm 姉川機工 鉄製フレーム

サクションボックス 30X54X80cm 姉川機工 吸引式脱水機

吸引用モーター R36X65cm マキタ/モデル403 吸水式集塵機

脱水 二面式乾燥機 75X 121 X88cm 姉川機工 蒸気式ドフイヤー

乾燥 室外ボイラー装置 1.3立方米 ミウフZボイフー 乾燥及び温水用

紙床台 56X82X60cm 4 吉田木工 木製

紙床板 A 77.5 X 106cm 4 吉田木工 杉板製
一一一一一一一 一一一一 ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー ーー

B 63X89cm 2 吉田木工 松板製
ーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーー ーーーーーー ーーーーーーー

C 77X l05cm 4 ラワンベニヤ製

乾燥板 67X200cm 19 いちょう材製

アイスボックス 59 X 123 X 80cm NR-FC28AW パルプ保存用

洗濯機 布類洗浄用
その他
撹祥棒 (3)、オットリ (3)、脱水用角材、脱水用木綿布、脱水用フェルト、

ハカ リ、 染料、バケツ、ホース、製紙用薬品、その他

る。本学に設置されている製紙用道具と機械を、

部類別に以下にまとめて記しておこう。

紙の工房や紙制作が版画のコース、またはミッ

クスドメディアの学習にどのような意義を持つの

であろうか。海外の芸術分野でも比較的新しい

「紙造形」の活動をふりかえって、我々が用いる

紙への反省と再認識、及び将来への展望と可能性

を次に考えてみたい。

京都精華大学 ・紙工房全景

工芸技法と美術

紙は日常生活の隅々にまで用いられている必需

品である。その応用範囲はティシュペーパーから

コンピューターのプリントアウト、新聞紙や紙幣

から美術作品に至るまでまことに幅が広し、。紙の

生産も機械工業化によるマスプロダクトから、精

選された植物繊維を用いる手漉き紙の小ロット生

産にわたっている。装飾、印刷、成型など、数回

も繰り返される紙の加工に、流通機構を加えて、

紙は人間の成業や存在と深く関っている。紙の消

費量はまさに文化水準を計るバロメーターなので

ある。二世紀初頭に中国で発明されて以後、紙は

常に人間の知恵を蓄積し、記録し、またそれらの

情報を公平に、民主的に分配し続けてきた。同時

に、芸術表現のための造形素材としてもすぐれた

素質を顕わし、その役目を充分に果たしてきた。

あらためて述べるまでもないが、これまで紙は親

しく芸術の伴侶ともなり 、大切な美術の素材であ

って、その価値は全く変わることがなく現在に続

いている。

「紙の造形jとは、一口で言えば、紙の表面に

描かれた作品ないし紙を用いた作品を指すのでは

なく 、紙を作ること、つまり紙のパルプを表現素

材に、 平面や立体を造形することと説明できる。

このような認識の転回はにわかに到達し得たもの

ではなく、長い時間をかけた実験の繰り返しゃ、

伝統的、古典的な技法の学習から、芸術家たちに

版画の可能性 3 



ゆっくりと理解されはじめたものであろう。

60年代後半になって特にアメリカでは、若い

人々の紙漉き実験の過程から、パルプを素材にし

た造形表現の可能性を、かなり明確に意識するに

至っている。紙はそれ以前のように、専門職の紙

漉き師、もしくは製紙工場から芸術家へ供給され

る流通プロセスとは一転して、作家自らが制作し

得る自由なメディアへと、意識の拡大が開始され

たといえるだろう。

もちろんそのようなアイデアを提供したのは、

これまで2000年の長い歴史と伝統を持つ、「紙」

と人間との深い関わりである。また幸いにも消滅

することなく生き続けている、簡素ながらも巧み

な手漉き紙技法であったことはいうまでもない。

ところが同じようなアイデアの展開は、紙に限ら

ず、さらに早い時期から他のメディアについても

開拓されてきたものである。今日すでに紙ほど目

新しくはなくな った「陶芸J(クレイワーク )、
「染と織の造形J(ファイノtーワーク)など、いず
れも伝統的な生産技術が工芸へと変化し、さらに

芸術家たちによって造形領域に組み込まれてきた

経緯を持っている。そしてそれらの活動の多くが、

アメリカを軸に発生し、展開されたと考えても間

違いではない。アメリカにはこのような志向を育

てる、特殊な思想的風土が潜在していたといえる

かぜしれない。

「新しい紙の美術・アメリヵ」展のキュレータ

一、ジェーン ・ファ ーマーは、この点について次

のように述べている。

新しく独創的で“時代によりふさわしいもの"

であることが、伝統を守ることよりも重要であ

ったアメリカでは、作家たちはインスピレーシ

ョンを得るために他国の文化に目を向けてきた

が、その中のどの伝統とも繋がりを持とうとは

望まなかった。彼らは数多くの文化や伝統の中

から好みのものだけを選び取るという好運な機

会を持ったのである。

また次のようにも語る。

アメリカにおけるクラフトという概念は、いわ

ゆる工芸自体を指すよりも、アイデアを展開す

る助けとなる手段という概念であった。アメリ

4 版画の可能性

カ的なクラフトの概念は、機能性と直結してい

た伝統的な工芸技法を、純粋な美的表現の手段

へと変換させてきたのである。それは最初に陶

芸の分野に始まり、今や他の工芸においても同

様の状況にある。

紙と版画

60年以降、現代美術の動向は激しい変転をみせ

た。さまざまな視覚媒体や素材が造形活動に取り

入れられ、また複合して用いられることもめずら

しくなかった。作家は幾つかのメディアにわたっ

て制作を展開し、次から次へとメディアの取り換

えも行なわれるようになる。従来の表現媒体の区

別やジャンルは無意味に近く 、そこで「混合媒体

(ミックスド ・メディア)J、「複合絵画 (コンパイ
ン・ペインテイング)J、「中間媒体 (インター ・

メディア)Jなどの言葉、その様式や方法が新し

く生まれることとなった。

いわゆる映像メディア、写真やビデオ、コンピ

ユーターグラフィ ックスのように、ニューメディ

アとして脚光をあびた媒体と違い、古典的な造形

素材の紙が、このような動向と共に、にわかに新

鮮な媒体として浮上してきたのである。もちろん

新しい認識は、旧来の紙を取り扱う時点から発生

している。その意味で、紙を発想の出発点として

扱わざるを得ない、版画領域にたずさわる人々に

よって、初期の活動が引き起こされた事実は、率

直に理解できるものである。

版画も他のメディアと同じく、現代の美術思潮



の中で急成長し、新しく生まれ変わった媒体であ

る。一方で、写真印刷技術と結合したシルクスクリ

ーンやリトグラフが発達し、他方プリミティーブ

な木版や硬質な感性の銅版が復活した。さらにま

たその土台となる上質な紙へ強い興味が向けられ

た。版画の領域においても混合媒体の手法は盛ん

となり、幾つかの技法が複合的に用いられるのみ

ならず、領域を超えて他のメディアと関る場合も

多くなっている。しかし、このような表現方法や

プロセスでは、作家個人の持つ技法は無に等しく、

当然のことながらさまざまなジャンルの技術者

(テクニシャン)が必要とされている。

作家は技術者の助言やそのテクニ ックを利用す

ると共に、触発されて、自己のイメージの枠を広

げることができる。逆に技術者は作家に手法のア

イデアを提供する可能性を持っている。さらに、

斬新な計画を練り 、プログラムの内容にふさわし

い作家と技術者とを結合させ、組み合わせる立場、

すなわちアートディレクターが重要な存在となる

だろう 。こうして成立する機構が、近年盛んにな

ったいわゆる「版画工房」の姿であり、コラボレ

ーションのシステム (協同制作)なのである。

印刷と違い版画は複数制作されるとはいえ、 一

枚一枚がオリジナルな作品であり、使われる用紙

もよりイメージに合った個性的な紙が望まれる。

印刷や複写コピー、コンピューターなどが適合性

と経済性を追い求めるあまり、現代社会は非個性

的な工業規格品の紙を大量に生産、消費するに至

った。手漉き紙はもはや日常の生活からは遠くは

なれ、わずかに書、素描、版画などの美術作品、

高価な豪華本の出版や装飾に用いられる程度とな

っている。紙は生産はおろか、技術的、 美的な面

からもいよいよ品質低下の一途をたどっているの

である。このような状況を背景に、手わざの香り

と素朴さ、高い品質と美的要素を求める人々が、

自身で試みに紙を漉く行動に出たのは、自然な結

果といえるかも知れない。

60年代の終りになって、作家の手になる紙漉き

や紙作品の制作は本格的な歩みを進め、その先駆

的な作品が「実験版画研究所J(カリフ ォルニア
州、サンタクルツ)のガーナー・タリスによ って

作られている。性格を多少異にするが、ダグラ

ス ・ハウエルはタリスより以前に独自な活動を40

年代後半から行い、パルプ繊維の研究や手漉き紙

の美しさを応用する試作を行っていた。その成果

が若い世代に影響を与え、活動の方向に自信と希

望を与えていたことは否定できない。しかしなが

ら紙の造形として、最初に決定的な成功を収めた

作品は、なんといってもケン・タイラーとロパー

ト・ラウシェンノTーグのプロジェ クトだったよう

に思われる。

ヲイラーグラフィ yクスの紙工房

紙の技法

紙は簡単にいえば、植物繊維 (セルローズ)を

水の中に解き放ち、撹祥し、均ーなシート状に費

やスクリーンですくい上げ、脱水、乾燥したもの

である。

製紙の発明者とされる察倫の技法は、 素材に麻

布のボロや使い古された魚網を用い、それを石臼

で丹念に捲いて細かい繊維状とした。手漉き紙に

関する限り、これらの工程は基本的にはほと んど

変化してはいないが、生産量が増大するにつれボ

ロ布が不足しはじめると、さまざまな植物を用い

て紙を作る工夫が行われた。木材パルプがヨーロ

ッパで発明される契機となったのも、やはり同じ

理由によっている。

間違いなく紙はどのような植物からでも、品質

さえ問わなければ野菜からでも作ることができ

る。しかし、白く 美しい肌合いと、丈夫さ、 薄さ

が求められて、日本では「雁皮」、「格J、「三極」
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が、中国では「麻J、「竹j、「桑」などが主な原料
となり、「コットン」ゃ「リネン」が、ヨーロッ

パ手漉き紙の主流となっている。西洋の原料を除

き、これらの植物は主として茎、又は幹を取り巻

く内皮 (靭皮繊維)が用いられ、それをソーダ灰

と共に煮て、皮に含まれる不純物を溶解し、清流

中で水洗いしつつ、それを取り去って純粋なセル

ローズとする。

その後皮は繊維状に解きほぐしたり 、細かく切

断する「叩解Jの工程を通るが、臼にかわって今
日では、その役目を叩解機 (ピーター)が行って

いる。充分に叩解された繊維は、まるでつきたて

の餅か濡れた粘土のようであり、水分の除去さえ

可能ならば、そのまま立体的なかたちを作ること

ができるのである。

繊維を薄く積層し、いわゆる紙を形成する「シ

ート ・フォーメーション」には、 二つの方法が考

案された。その第ーは察倫が完成し、絹の道を通

ってヨーロ ッパに伝えられた「溜め漉き法Jで、
第二は技法の伝来後、おそらく日本で開発された

「流し漉き法」である。共に水と繊維の混合液で、

満たされた漉き舟 (パット)に、スクリーンを入

れ繊維をすくうところまでは同じであるが、 i留め

漉きは水が切れるまでスクリーンを保持し、流し

漉主は前後にスクリーンを揺り動かしつつ、何度

も液をすくい取り、脱水を行うところが違ってい

る。後者の揺りの動作によ って繊維は互いにから

み合い、ロ ックされて、薄くても強靭な和紙独特

の質が得られるのである。

日本の紙作りには実に多様な技法が存在した。

上にあげたシートフォーメーションを基本に、さ

まざまな応用が工夫されて、染、織、印刷、成型

などの後加工を含めれば、優に千を超える紙の種

類が見られるのも確かである。そこで、シート状

の乾燥した紙が完成する前と後に区分して、前加

工、後加工とし、和紙の技法を大別してまとめる

なら、次の如 くであろう。

前加工の技法

-漉き合わせ Eいに異った質、色、形の紙をi鹿

き、湿紙のまま合わせ、 一枚の紙

とする。

6・u ・版画の可能性

-漉き掛け 金属板または木枠で構成した型の

中へ、異った紙素を注入し、模様

を作る。

-漉き流し 完成した湿紙の上に、さらに異っ

た紙素を流して、績層する。

-漉き入れ 異質なもの (竹の葉、蝶等)を湿

紙に埋め、または二枚の湿紙には

さみ込んで、乾燥する。

-白(黒)透し スクリーンの表面に高低を設け、

紙の厚みの差で明 (白)、暗 (黒)

の模様を作る。

後加工の技法

-染め紙 パルプを染める先染めと、乾燥し、

完成した紙を染める後染めの方法

がある。

-模様紙 木版や型紙を用いてパターンを刷

った装飾、刷り方にはさまざまな

方法がある。

-加工紙 油、蝋、柿渋、漆などを塗布し、

透明性、防水性、強化を目的とし

た紙の種類。

-紙布 紙を細く裂き、こよりの糸を作っ

て布を織り出したもの。防水紙を

張り継いで作る衣服は「紙子jと

呼ぶ。

-張り子 型に薄い紙を何層にも張り込んで

乾燥し、後抜き取ってレリーフ、

立体を作る。

今日の紙の造形を知る人ならば、これらの技法が

さまざまなかたちで、芸術家に新しい構想を提供

し、制作方法を示唆しているのに気付くであろう 。

例えl工、ラウシェンパーグとタイラーのコラボレ

ーションによる「ページと溶融」は、漉き掛け法

や漉き入れ法に明らかな暗示を受けている。また

同じタイラーがデイヴ ッド・ホックニー (イギリ

ス)と組んで1978年に行なった共同制作「ペーパ

一・ プールJシリーズでは、日本の紙漉き師が手
にする小道具と同じ、スポイドやジョ口、スプー

ンや杓子、金型などを用いて、絵具ならぬ染めた



各色のパルプで紙の絵を描いている。もちろん、

この手法は漉き掛け、 i鹿き流しの技法と何ら変わ
るところカfなし、。

三面式乾燥機/京都精華大学 ・紙工房

紙造形の現状

日本のみならず、世界の各地に散在する伝統的

な手漉き紙技法の学習や研究が急速に進むにつ

れ、その過程から独自な紙の制作方法と、パルプ

フォーメーションも考案されるようになった。

サンタクルツからその後サンフランシスコにス

タジオを移したガーナ ・タリスは、作家や自身の

作った立体作品から石膏やラパ一、ラテックスを

用いて雌型 (キャスト )を取り、それにパルプを

つめたり、流した後脱水し、複数化が可能な紙の

立体版画を制作している。いわゆる「キャステイ

ング ・ペーパー」と呼ばれる技法である。

また同じくカリフォルニアに住むチャールズ .

ヒルガ一は、友人数人と共に奇妙妙、な脱水装置を発

明した。洋の東西を問わず

までで、上部カか、ら圧力のかかる平圧式が採用されてお

り、そのことはシート状のかたちからいつまでも

開放されない、紙の限界を成す要因でもあった。

ヒルガーは、圧力方式にかえて真空装置により水

を引き抜く方法を工夫し、これを「バキュームフ

ォーミング」と呼んでいる。この装置によれば、

シートであろうとレリーフj犬であろうと、ノTキュ

ームテーブルの上に置かれたパルプをプラスチッ

クシートでおおった後、空気と水をコンプレッサ

ーで吸引し、最後には半乾きの紙立体ができあが

るというしくみである。

現在エール大学で指導するウイニフレッド・ル

ッツは、さまざまな植物の紙となる機能を研究し、

さらに伝統的、古典的な技法を学ぶ中から、独自

な紙の彫刻的成型の方法「シェイプド ・モールド」

を考案するに至った。キャステ ィング法、バキュ

ーム法のいずれを取っても 、ある程度の高さを持

つレリーフが限度であるが、ルッツの方法によれ

ば完全に閉じた中空の紙彫刻を作ることが可能と

なった。有機的な形をした綿布、金網などを、分

解可能な組立て式の構造とし、流し漉きの方法を

用い、パルプを網状の曲面にそわせて吸着させ、

三次元の紙を作るのである。独創的な彼女の手法

は複雑なしくみと作業を必要とする一方、石可能

を可能にする愉快な練金術的要素も含んでいる。

紙漉きゃ紙作りを芸術家個人の表現領域に取り

込む活動も、 60年代後半にはじまり、約25年に近

い歴史をもつに至った。その間すぐれた共同制作

が生み出され、伝統技術の新しい解釈が行なわれ

ると共に、従来の手法から大きく飛躍した技法も

いくつか工夫されている。しかしながら紙の再認

識の動きは、同時に安易な姿勢と誤解によって、

さらには乏しい経験と未熟な技術が原因となり、

活動の方向や目的をしばしばあいまいに、また混

乱におとしいれているのも事実である。

過去においてそうであったように、今日におい

ですらいささかもその価値を減ずることのない紙

の意義は、新しい活動が引き金となって実用的な

側面と、精神的な側面とに大きく別けられること

になった。70年代の動向は、どち らかといえばメ

ディアの新鮮さが人々の注目と関心を集めたとい

える。それはそれである程度の目的を果たしたが、

80年代にはいると、紙を単純に造形素材と考える

方向に、疑問も提出されるようになっている。

確かに、紙は土や布のように生活に必ずしも密

着したものではない。ただその出現以来、紙は人

間の行為や知恵を記録し、また保存する時代の証

人としての責任を果しつつ、人間の尊厳に深く関

わるものであった。80年代の反動と反省、は、紙を

主として素材とする考え方から、紙そのものが備

えている機能や、果した役割を理解しようと努め
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る傾向に、変化しつつあると考えられる。それは

紙の再認識を契機に、 一層意識されはじめた「紙

の文化」に対する探究と賛美が、大きな動機を成

している。

たとえば、紙の最も偉大な成果である「書物j

に関心が向けられ、書物の姿をした造形作品(ブ

ックアート)が少なからず現われたのも、その傾

向であろう。さらに紙を介して行なわれる神秘的

な宗教儀式や民族的な祭礼行事などに、人々は気

が付きはじめている。手漉き紙には決まって用い

られる天然素材の、精妙で優雅な品質、謎めいた

生命力の強さには、これまでもしばしば注意が払

われてきた。しかしほとんどの場合、人里離れた

山聞に位置する自然、の中で、天然素材と共存しつ

つ、黙々と行われる手漉き紙の冥想的な世界は、

工業製品にうずもれる現代人の孤独と疎外感を、

強くゆすぶらずにはおかないのである。

紙の造形活動は、紙やパルプの物質的側面や素

材性を強調する作業からはじまった。その運動は

かえって今日、紙本来の実用性や機能性を顕現さ

せる方向へと逆に向かっている。つまり、紙は用

から解放されると同時に、再び用そのものが社会

的、思想的意味を帯びながら、さらに造形の対象

となりつつあるのである。

はじめに引用した如く、アメリカの芸術家が、

他国p文化や伝統をアイデアの源ととらえ、つな
がりを持つことを望まない、と述べたのはジェー

ン・ファーマーであった。ところカfインスピレー

シヨンやアイデアに留まらず、造形自体が文化や

伝統、実用や機能の世界と向き合い、対峠をはじ

めるとすれば、このような姿勢もおそかれ早かれ

過去のものとなるであろう。

8 版画の可能性



「私は 『開』になりたい」ーアナログとデジタルの狭間で 鈴鹿芳康

この度、大学版画学会より原稿の依頼を受けま

したことを心より感謝いたします。学会会誌編集

委員長の黒崎彰氏から連絡を戴u、たその日、少し

日に焼けた小さな雑誌を本棚から取り出し、懐か

しく読み直してみました。その雑誌は季刊版画で

す。二十四年前、「新鋭作家の発言Jと題された
座談会に若輩の私も黒崎氏と同席し版画を共に論

じ合っていたのです。

その後、私は大学紛争の敗北感を引きずりなが

ら京都に移り住みました。ほどなく、私がシルク

スクリーンを手懸けていることを御存じだった京

都市立芸術大学の吉原英雄氏から、大学にシルク

スクリーンのカリキュラムを組み入れてもらいた

いという依頼を戴いたのです。当時はシルクスク

リーンは手技の安易さからアートとしては十分に

認められてはいなかったのですが、作品のサイズ

という観点からすれば、銅版の持つプレス機のサ

イズの限界やリトの持つ石版のサイズの限界を越

え繋ぎも重複も可能であり、思った素材にイメー

ジを転写でき、さらに安価であるということは、

私には魅力でした。そして初めて教壇に立つ私を

迎えたのは、情熱で瞳を輝かせた学生達、安藤

菜々 、木村秀樹、田中孝、中路規夫だ‘ったのです。

教師と学生の立場とは言っても年の差もほとんど

なく、仲間として、友達として接し得たことが、

私自身の成長には必要不可欠な人生の一ページで

したし、今尚鮮明に心に刻まれた忘れ得ぬ青春の

一ページです。

当時、版画は美術大学の中で完全な市民権をま

だ獲得していない時代でした。日本画、洋画、彫

刻コース等の余技として扱われていたわけです。

しかし、棟方志功氏や池田満寿夫氏等の国際舞台

での活躍、東京国際版画ビエンナーレの発展、版

画専門紙の季刊版画の誕生と成長等が相まって、

いわゆる版画ブームの発端となったのです。美術

品のコレクターや一般の美術愛好家側からすれ

ば、版画の作品の複数性、すなわち作家のオリジ

ナル作品をそれまでの日本画や洋画の一品物に比

べはるかに手軽に所有できることは大きな魅力で

した。しかし、版画の発展の歴史を考察する時、

忘れてはならないもう 一つの重要な要因がありま

す。それは写真製版なのです。既成の写真のイメ

ージをシルクスクリーンを用いてキャンパスに転

写するといったアンデイ ・ウォーホールに代表さ

れる 1960年代のアメリカのポップアーテイスト

が、版画家の自刻自摺の手技の世界に影響を与え

たのです。作家として表現したいイメージはあっ

ても手技を持たなかったデザイナーや他のジャン

ルの美術家が写真製版の恩恵により、またシルク

スクリーンの発注のできる手軽さにより、必然的

に版画を使用し始めたのです。結果として、従来

の版画の世界に新たな視点を加え、力強い息吹を

与え、手技ではなく物を造るコンセプトを問う厳

しい切瑳琢磨を生んだのです。

このような歴史の流れを経て、今、大学版画学

会なるものが存在することがまさに版画の発展と

美術界における版画の市民権獲得を立証している

のではないでしょうか。と同時に版画界は今また

新たな挑戦を受けているように思えるのです。

「界」と呼ばれるからには何かの領域があるわけ

ですが、他の領域との境界そのものの定義が問わ

れ始めているのではないでしょうか。若い版画家

の登竜門となっている和歌山国際版画ビエンナー

レの入選作を見る時、他領域との境界がi参み始め

「界Jに対する定義に揺れが生じ始めているのが
分かります。そして、その穆みや揺れを私は歓迎

しています。

版画の複数性にこだわらない作家が登場し、版の

有無にこだわらない作家が登場し、写真界に組み

込まれた作家が登場し、彼等が認められつつある

ことは素晴らしいことだと思うのです。版の無い

版画家と言えば、美術出版社から永原ゆり氏と共

著で「光の版画」を出版された小本章氏もそのお

一人でしょう 。

写真製版が版画の発展に多大な貢献をしたこと

は述べましたが、その版画の発展をも凌駕する驚

異の進歩を遂げてきたものに複写機があります。

アートとして複写機を使用しにくかった一つの理

由は、作家のイメージを安物のコピー紙にしか転

写できなかったことでしょう 。しかし、今年私は

自分の目でフランスのアルシュ紙にA-O版のサイ

ズに見事にイメージが転写されるのを見たのです。

版画の可能性 9 



工房もいらず職人もいらずに作家のイメージが高

級紙であるアルシュなどに転写できるとなってく

れば、過去以上に版画界に多くの美術家がかかわ

ってくることは必然で、更に厳しいもの作りのコ

ンセプトの切瑳琢磨が求められ、結果的には版画

のさらなる発展を意味することになるでしょう 。

「界jにこだわり過ぎることがその「界jを閉

鎖的にし息詰まらせる一方、「界」を打ち捨てる

くらいの英断が「界」を育むことを述べている訳

ですが、それは私が今かかわっている「写真界」

には更に声を大にして語りかける必要のあること

なのです。暗室の技術がなくても拡大も縮小も自

由自在になり紙をも自由に選択できる時代であ

り、世界のアートの流れが映像としての写真を芸

術として見直し注目している時代であるにもかか

わらず、旧態前として印画紙を使用しなければ写

真にあらず、フレームに入っていなければ写真に

あらず、の「界」なのです。

又、写真はファインアー トの中で成長してきた

版画に比べ、大学の世界においても未だ美術とし

ての市民権を得るにはいたらない状態なのです。

私は1975年にフルブライトの奨学生としてサン

フランシスコのアートインスチチュートに学んだ

とき、写真と出会いました。写真の持っているス

トレートさが私の体質に合ったのでしょう 。その

後も写真とかかわりながら粁余曲折を経て現在は

京都造形芸術大学の情報デザイン研究室の助教授

をしています。時代を正確に把握する鋭い視点を

お持ちの松本俊夫教授の下、静止画像の部門をま

かされて三年目です。私達は写真科とか版画科と

いう区別は設けていません。写真 ・製版 ・印刷と

いうカリキュラムの中で従来の手技の教育に加え

てコンピュータグラフィックスをベースのーっと

し、デジタル化されたシステムの中での製版シス

テムとアナログでプリントアウトするシステムを

教えつつあります。デジタルとアナログは矛盾す

る存在ではなく相乗的に作家の表現を広げていく

のです。イメージを版に定着してその版を通じて

転写することが版画であるとすれば、版画の国際

コンペで複写機を使った作品が認められてはいな

かったでしょう 。自らのイメージを直接的に転写

10......版画の可能性

したい作家にと っては製版の行程は障害となるこ

ともあるのです。またアナログに関しては銀塩以

前の感光剤一シアノタイプ、パンダイクブラウン

プリント、 プラチナプリン トーの使用方法を教え

ています。(美術手帖1993年6月号のニューイメ

ージテクニックという連載の中に私のシアノタイ

プとカラーコピー熱転写の技法を公開しています

ので参考にしてください)銀塩とは違い感光性が

鈍いが故にプロセスの時間の余裕の中で作家の感

性を表現しやすいこともあるのです。

そして写真家でもない版画家でもない若い作家

がどんどん生まれてきているのです。今日ここに

紹介する四人の作家もジャンルでは括れない作家

です。

石原好恵一イメ ージの直線的表現を求めるが故

に製版のプロセスを飛び越えて、暗室で焼いた印

画紙を使っています。空間をも組み入れたインス

タレーションの作品です。平面の写真とオブジェ

のテンションを大切にしています。

蛭田ひとみ 印画紙の表面のテクスチャーにこ

だわることから和紙を使い、銀塩以前のブラウン

プリン トを使用しています。版画の複数性の意識

からかミラーのように左右に反転させた作品で

す。彼女にとってはレンズを通したイメージをよ

り正確に表現する方法なのです。

深越久代一日常の媒体のイメ ージをカラー複写

機で転写のシステムに乗せ、自分のカラーのイメ

ージを布に転写してイメージの増幅を表現してい

ます。複写機本来の複数性の機能は不必要なのです。

村口隆史ーレンズで撮った既成の写真のイメー

ジを立体のオブジェをも含め再構成しています。

コンピューターでスキャニングしたものをアクリ

ルなどに転写しています。これもイメージの増幅

に必要なのです。その広がりの中に自分を模索し

ています。

彼等のみならず多くの若い作家が自己表現のた

めの方法を模索しています。イメージの作品化に

おいてスタートから完成まで総ての行程に自分の

手技でかかわる必然J性を感じる作家もいれば、手

技の行程を飛ばすことによってより直接的表現が

生み出せると感じる作家もいます。アナログ的表



現とデジタル的表現は対立して善し悪しを問うも

のではなく、相Eに啓発し共に進歩すべきものな

のです。またアナログ的表現とデジタル的表現の

相まった表現が存在するのも当然でしょう。

我々の技法を唯一無二のものとして次の世代に

押しつけることは教師として取るべき態度ではあ

りません。我々の仕事は次の世代により多くの選

択の余地を与えて行くことはないでしょうか。個

を引き出すための土壌をつくることが大切なので

す。技術の伝授も教育の重要なー要素ですが、コ

石原好恵 〈空イトル〉うちなるムシ (1胞子制作年)1993年
〈技法〉 壁面はキャンパス地に、床面は石膏の型どり

に、写真を張り込む。

〈会場〉 ギャラリー白 (大阪)

蛭田ひとみ (空イトル)(ふたり〉の眼 (制作年)1992年
252X132cm 

(技法〉 和紙にブラウンプリント

(会場〉 四条ギャラリー (京都)

ンセプトとは何か表現とは何かについての指針を

与えることも必要不可欠な要素です。それには象

牙の塔に閉じ龍も って権威を暖めるのではなく、

ジャンルにこだわらず、無知を恐れ隠さず、あく

なき探究心を信条に生き続けることです。その生

き様こそが次の世代への道しるべであり、人を育

てる真のアートではないでしょうか。版画、 写真

の「界」が「貝jとならず「開jとなることを祈

りつつ筆をおきます。

深越久代 { 宮イト)~) VIDEO DRUG 制作年)1992年
〈技法〉 綿布にシアノ空イププリント・転写周カラーコ

ピーによる熱転写

(会場 INAXギャラリー 2 (東京)

写真壁画は2.4mX7.2m

村口隆史 〈空イトJレ〉砂漠の嵐 (制作年)1992年
〈技法〉イ)中央壁面作品 152cmX95cmX38cm (w) 

紙にカラーコピーとアクリJレ板にスキャナ使用

によるプリント

ロ)左・右壁面作品 40.6cmX50.8cm 

印画紙にシルバープリントにセピア調色

ハ)テ ブル作品 95cmX95cm h 80cm 

砂とプラスチックオブジェとポラロイド写真

(会場〉 ギャラリー16(京都)

版画の可能性 ー 11 



「版画とコンビュータ」

表現に関わる者として、マンネリの克服と新し

い表現への興味、志向は欠かせない。コンピュー

タ (パソコン)が近年、低価格となり使い勝手も

専門知識がなくてもこなせるようになってきた。

ここにきて、コンピュータを使ってみようとい

う方も多いのでは、あるいは教育の場で導入しで

もよい時期になっているのではないだろうか。以

下、簡略に私の、作画にコンピュータを使った体

験から、版画とコン ピュータの接点のようなもの

を見つけていただければ如何なものであろう 。

1. どのような使い方を

版画にコンピュータを使い始めて 7年位にな

る。元来、描画手段として写真のコラージュや描

画自体を写真製版を使って拡大縮小してきた私に

とってハイテクを身近にすることには抵抗がなか

った。

といっても描画、刷りあるいは制作のすべてに

コンピュータを使っているわけではない。主にパ

ソコンを使って、描画や版下の一部に利用したり、

ソフウェアーの特殊効果から画像を得たりであ

る。最近では作画データベースを利用して摘画

(ドローイング)を組み換えたりして制作に利用

している。

作品の製版、刷りは従来のシルクスクリーンとリ

トオフセットが主である。したがって、いわゆる

CG (コンピュータ・グラフィックス)とは違う 。

ともかく最初は版画の版下に使えないかというア

プローチから、ついでに欲張って何かできないも

のかと、好奇心から入った、“CGもどき"が私の

コンピュータ ・グラフィックスである 。

2. 高価な玩具?

10年も前なら、理工系の大学でもない限りコン

ピュータの詳しい知識や情報は得れないし、使う

機会もなかった。

“建築設計の模型造りも野球のデータブック作

成もみな電子映像で表現してしまう時代。そのな

かにあって、独り視覚芸術の作家だけが、形ある

素材を抱えたままとり残されている。"と言われ

ては、いささか発奮せざるを得なかった。そこで

12......版画の可能性

橋本文良

CGの専門書を見ると 、数式の世界であった、い

まさら学ぼうとは思われないし、教えてくれると

ころもなかった。しかも本体(ハード)は個人で

現実的に買える金額ではなかった。しかし、高価

であったものが劇的に下がるコンピュータ業界で

ある。18ヵ月で価格性能比が50%になるという 。

そんな世界にちょっと首を突っ込んだのがよかっ

たかどうか。無理やり買った機会も、今や 4台

(代)目の機種である。それに比べると私のリト

グラフのプレス機も高価で、場所を要したが、プレ

ス機は中古品でも一生使える、使えば使うほど質

のよい作品ができてくるのに、コンピュータは支

払いも終っていないうちに次の高性能の機種が出

てくる。普通の10年の技術進歩がl年で進歩して

しまうという 。それじゃ、私が去年買った機種は、

今やIO年前の古さになっている。

それでもソフトウェアーが進化して次々に、よ

り高度なことができるようになるから、新しいハ

ードとソフトに換えさせられてしまう 。私にと っ

て'憤慨すること尽きないのがコンピュータなのだ。

愚痴をいってもしょうがない。これはすべて表

現の可能性に惹かれて入ったのだから諦めなけれ

ばならない。それでも購入には、せいぜい技術と

製品の知識を高めておかないと、自衛することが

できないのが現実だ。

3. まだ歴史が浅いコンビュータ・アート

CG (コンピュータ・グラフィックス)の現状

はどんなものだろう 。現在ではCGというとCMや

映画のエンタテイメント 、産業分野での景観、災

害シミュレーション、芸術ではコンピュータ ・ア

ートとして認識されているのが一般的であろう。

かつて大型のコンピュータでやっていたこと

が、パソコンでも充分できるようになってきた。

視覚的に理解しやすいインターフェイスが出そろ

い、 MacintoshやWindowsの普及が、これまでほぼ

関係ないと思い込んでいた人の前にも 、身近に役

立ちそうな道具としてのコンピュータになろうと

している。それでもコンピュータを人間疎外と関

連付ける例はいくらでもある。やっと“ソフトが

なければただの箱"も常識になりつつある。コン



ピュータに対する過大な期待や恐れもようやくす

くなくなった。

いまやデザイナー、印刷業ではイラストやレイア

ウトの扱いに使うのは、ごく普通のことになって

きている。

ここまでになると視覚芸術に結びつけないわけ

にはいかないだろう 。芸術界で認知されている

CGとは、初期のソフトの開発者をかさねるアー

テイストから発表されたこともあって、同じよう

なコンセプトと同じようなモチーフが多く、コン

ピュータを使った単なる視覚的表現にすぎないと

みる人も多い。しかし、マウス、タブレット、ス

キャナーでの入力やソフトの高機能化、利用者

(アーテイス ト)の学習向上で表現の質は確実に

上がっている O

確かに、すべての事柄を数字に置き換えること

で動いているコンピュータに対する誤解は多い。

“コンピュータというのは人間の手触り的な芸術

を否定し、芸術というものは技術では到達できな

い"、といった認識は、私も少しは抱いているの

だ。技術と感性、理性と感性を組み合わせること

で新しい時代へ…輝かしい未来へ、と結び付ける

には楽感的すぎるのだろうか。芸術と技術の共生、

仮想現実の世界へ、マルチメディアへと幾重にも

捉えなければならぬ。コンピュータは単にメディ

アにすぎないのか、道具として使うものなのか、

これから表現の主流になるのか、これは発展途上

のものとして注視していかざるをえない。

またコンピュータ ・アートとしての潮流となる

ような思潮が見あたらない、評論もまだ、技術に

のみしか存在していないようだ。

コンビュータカfアートとして認~~.哉されるには 、

まだ歴史が浅いとみていいのだろう 。新しいイズ

ム、形式が芸術の世界で認められるまでの時間差

はおよそ 15年という 。

4.版画にコンビュータは使えるのか

コンピュータには興味があっても表現技法に取

り込むには跨賭している人も多いようだ。メディ

アとしてのCG(アニメーション、画像解析など)

とは別の次元として捉えるなら、版画の技法にコ

ンピュータを使うにはどのようなものがあるのだ

ろう。

以前からCG関係の資料を見ていても シルクス

クリーンを使った例はあっても大部分が印刷出力

とCRTモニタを撮影したものであった。

ここ数年のうちに、イラストレーションやグラ

フイツク作成ソフトの活用例が増えて印刷された

ものをみても、気がつかない聞に処理されるよう

になってきている。グラフイツクソフトの画像効

果の例をあげると、カラー分解はもちろん、エン

ボスやソラリゼーション、水彩画や油絵のタッチ、

ゴyホ風にするのか、スーラの点描にするのも自

在だ。写真のコラージュも難なくできる、ありと

あらゆる特殊効果がモニタ上でできるようになっ

ている。

問題は出力装置であろう 。私の見ている限りで

は印刷したものは完壁であるが、版画への応用と

して使えるかどうかは、まだ未知の領域である。

相当高価なカラープリンタ出力も、販売促進には

使えそうだが、それ自体鑑賞に耐え得るものでは

ない。結局のところモニタで観るか、色分解の印

刷として捉えるか、 写真に撮影し直して印画紙と

してみせることなどが表現できる最良のことのよ

うだ。すなわち平版、孔版の写真版に製版すれば、

版画作品として発表する可能性があるだろう 。た

だモニタ上で造った画像を移行するだけでは、大

部分の版画家には満足が得られないだろう 。作家

独自の版へ、画像(イメージ)を移植できたとき

にこそ、版画の技法の内にコンピュータも入る。

しかし、版画の世界にも使う人が、これから増

えれば、作家ごとに違う使い方になると思う 。そ

もそもコンピュータが勝手に絵を描くわけではな

い。自然界の派生原理を数学的に解析したフラク

タル理論をソフトで描けるものなどもあるが、い

まのところは、あくまでもにんげんがそうさする

ものである。そこでこごにもっているぎほうとか

んせいがコンピュータとむすびつけば、いままで

にないあたらしいタイプのCGカfできると手込は五在

信する。

アーテイストが地震のビジュアリゼーションを

するわけではないのだから、普通の機種を使って、

版画の可能性 13 



普通に版とインクに接すると同じように、使える

かどうかを次の作画例を参照して判断してほしい。

5.版下の一部に使った作画例

・図例 1 オリジナル原画

-・・・
a

，
.
.
.
.
.
 

明

<'> ，ト ..1

S 骨 ・
~'.Á ;i.j刊、.，，1
〆e五，、ι
tw. 

1990年6月17日作成の“気まぐれノート (Vol.

19 No. 932)"より

サイズ 3.5 X 7 cm ボールベンで描画

注 :1993年 7月 256階調白黒スキャナーで入力、

原画の比較用に実物のボールペンも一緒にスキャ

ンしである。

-図例2 原画から白黒用スキャナーで読み取っ

た例

932 ・ 19 …油川 '~"O向 山

スキャンしただけの画像では、余分な線があっ

たり構図に暖昧さがあるので、ペイントソフトを

使用して、消去、修正したり、補助罫線をマウス

で加筆した。

名称、未決定 (仮タイトル :932-19. pnt) 

14..・e・-版画の可能性

1990年8月3日 フロッピーに入力

-図例3 スキャン画像のグラブイック処理

'71ie S~，ザ o[，r.. 'UJNr.. .3・1<J8.，h.co.dr1 c.;I-'-I'& 出 H

……，剛伽…幡町吋...:....吋…ー……一四
『旬日伸一回一刊か吋岬胸

“932-19. pnt"の画像データをオート・トレー

スするソフトで線描処理に変換した後、別のグラ

フィック・ソフトで網点階調と線の太さの構図の

修正をしたもの。

網版指定で任意のパートをパーセント指定しで

ある、線描がベジエ曲線 (数学的計算によってで

きる、なめらかな曲線)にかわったので滑らかに

なっていることに注目してほしい。

1990年8月23日変換入力、 1992年9月5日変更し

たデータを出力 (M1CROLINE 801PS) 

イ吏用ソフト:Adobe Streamline， 

Adobe IIIustrator3.2 

プリンター出力サイズIOX20cm

この出力線画を拡大製版して、私はサイスの異な

る2種類のエデイション(シルクスクリーン、リ

トグラフ{井用60X90cm、25X40cm)と、キャン

パスの上にシルクスクリーンでの線刷りと併用し

たペイント・ドローイングを数点制作した。



-図例4 どこまで進化するのか

♂ 

' Be~uty re.t. on ne<c制o1itie.s. A lile o( heauty i. the re・ultofperf・"制"崎町'Y.'

「

カラー分解や3Dへと。 ソフトは猛スピード

で進化しているのか?それとも私の勉強不足なの

か。次々に興味をそそられるソフトウェアーが出

現してくる。1600万色使つての着色、グラデーシ

ヨンも自在だ。インクを練つであれこれ迷うこと

はない、苦手な立体表示もXYZ軸の応用問題を解

く程度の気力さえあればできてしまう 。何年か前

の古い原稿もリニューアルできるし、オブジェの

制作も可能だ。

遂に“CGもどき"も、色分解 (CMYK)、3次元

表現まで拡張できる ようになると、版画のカテゴ

リーに収まりきれぬようだ。

図例3のデータの部分を別の3Dソフトへ、さ

らに何種類かのソフ トを経由して高解像度プリン

ターで出力。

1993年6月4日作成 名称未決定

イ更用ソフト Adobe Illustrator， Dimension， 

Photoshop， Aldus SuperPaint 3， PixelPaint PRO 

6，余録、こんなソフトもある。

CG専攻の学部でもない限り 、芸術系の学校で

ソフトウェアーのプログラミングまでこなそうと

する人はいないであろう 。PhotoshopやIllustratorな

ど完壁にグラフイック ・ワークに使えるアプリケ

ーション・ソフト以外に、様々なソフトがある。

ちょ っと気を抜きたいときに、 KidPixなど、子供

用お絵かきソフトがある。これはCGなど何も知

らない学生への、最初の興味と動機付けにも使っ

ている。

-図例5 初めて触ってみると

それまでコンピュータ を知らなかった学生が20

分程で作成、J-Mパスキエ風に描いたという 。ほ

とんど説明抜きでマウスを触ってできたものであ

る。(後で説明用に、下の部分などを変更)

使用ソフト :KidPix， PixelPaint PRO 

市版ソフトの外に、通信ネットに加入すれば、

様々なソフトを入手して試すことが可能だ。作図

関連の興味を惹いたものを紹介しよう

・呈陀羅作成ソフト :Gordon M， G reene氏作。

マウスの動きに従って、画面上に万華鏡のような

左右/上下対象の図形を描くペイ ントソフト。

(入手先 :Nifty-serve FJAMES) 

版画の可能性 ..15 



-図例 6 Mandala 

.Escher Draw :美術と数学を結びつけた例を学ぶ

には、エ yシャーの作品は必須で、ある。基本パタ

ーンを打ち込むと何種類ものエッシャ一風タイル

パターンができる。

(入手先 :Nifty-serve FMACLIFE) 

-図例 7 Escher Draw 

16......版画の可能性

いずれもシェアウ ェアー (ソフトを使ってみて

気に入ったら、わずかな登録料を送金する)なの

で自由に言式用できる。

自動作図として楽しむか、この程度しかできな

いのか、判断しかねるが、これをヒントに作品が

できたらよいのでは。

7. 結び

個々の作家によ ってイメージを作品に仕上げる

方法はすべて違うと思う 。自ら版の操作ができる

版画作家の場合、下絵からの描画、製版、刷りの

プロセスは避けることはできない。

溢れ出る情感を常に整理して、版に置き換える

ことカfできる{乍家にと って、コンピュータのプロ

セスは理数系の専門用語の壁さえ取り払えば、拒

絶反応 (コンピュータ ・アレルギー)は起らない

だろう 。既にデジタルな 2進法、 16進法やC言語

などとプログラムの知~~カfなくても、どのソフト

も操作できるようになっている。

版という媒体を電子化することに、“20世紀末

の表現の流れ"としてとらえてもよいのでは、と

いうのが私の立場である。機械の中に魔法使いは

いない。



rCGの出力についてj

コンピュータグラフィックスはテレビコマーシ

ヤルや印刷物などで目にしない日がないほど日常

的に利用され、商業美術では確立された有効な表

現手段になっています。しかしコンピュータは美

術家にはそれほど使用されていません。それは多

くの美術家が文学的、哲学的思考や、行為、感情、

直感などに基づいて制作し、コンピュータが数学

的論理に基づく情報を扱うものであることになじ

みにくいと思われるからです。キネティックアー

トや、ノTフォーマンス、インスタレーションなど

での電子機材の制御にコンピュータを用いるには

プログラミングの知識が不可欠ですが、一般に日

本の現在の美術教育(特に美術大学の入試に於て)

では数学的、論理的な教科は軽視されがちで、電

子機器を苦手にする美術科の学生が多い傾向があ

ります。しかし、最近のCGでは、プログラミン

グやハードウェアの専門知識を必要とせずに、直

感的に扱えるようになり、他の表現手段と変わら

なくなりつつあります。ハードウェア制御のよう

に専門的な知識を必ずしも必要としないCGは、

版画や写真といった間接的なプロセスもあっかう

表現にきわめて近い関係にあります。ハードウェ

ア、ソフ トウェアの進化と低価格化により、多く

の作家、特に若い世代のアーテイストにと って、

CGはTVゲームやCMなどで子供の頃から日常的

に接しており、その表現メディアとして利用され

る機会が今後増えるでしょう 。

コンピュータ上での制作は容易であっても、最

終出力をどうするかという問題があります。CG

による平面作品の制作でとまどうことは、制作時

の色彩と出力時の色彩を一致させることができな

いことです。フィルムや、プリンター用紙への出

力では、コンピュータの画面と大きく違ってしま

うことがあります。画面と写真や、プリンター出

力では、それ自身を光源とする透過光と反射光の

違いがあり、それらを完全に一致させることは、

不可能であることから、出力先の色の再現性を予

想して制作を進めることになります。作品として

の出力においてはさまざまな形態が考えられま

す。ビデオやコンピュータ画面への出力、フィル

ム (写真)、プリンターによる紙なとεへの出力の

小田英之

三つに大きく分けることができます。一番ストレ

ートな出力先は、コンピュータの画面 (CRT)上

というごとになります。画像データは非常に多く

の種類があり、そのまま他のシステムで表示でき

るとは限りません。そのシステムに適した、表示

色、解像度に調整し、さらに必要があればディス

プレイ の色温度の変更や、ガンマ補正によって最

適な状態に調整します。

CRTが出力先ということでは、コンピュータデ

ィスプレイと見かけ上閉じTVモニターがありま

す。直接、またはVTRやディスクに録画した後、

出力することになりますが、いずれの場合も直接

コンピュータのデータをTV信号として表示する

ことはできず、変換機を通じて出力することにな

ります。これも厳密に同じというわけではないの

ですが、かな りよい結果を得ることができます。

これはコンパーターの精度、モニターの善し悪し

で最終結果にかなりの幅があります。家電のTV

モニタ一、スタジオモニタ一、液晶モニターやプ

ロジェクター、あるいはハイビジョンというハー

ドウェアの違いや、アナログやデジタルといった

信号の違いで、結果が大きく変わります。CGア

ニメーションの出力ではピデオが主で、映画では

ハイビジョンやフィルムを使うこともあります

が、フィルムに出力することはあまりありません。

最も一般的な出力先として、プリンターがあり

ます。一口にプリンターといっても多種多様で、

紙はもちろん、布や透明なフィルム、 シャッター

のような金属板に直接出力できるもの、低解像度

のモノクロのものから、そのまま版下に使用でき

るような高解像度のフルカラーのものまであり、

使用目的によ って選択することになります。出力

サイズも名刺やカードの印刷専用機から、建築物

の壁に直接インクを吹き付ける壁画制作用まで、

さまざまな種類があります。画像を任意の大きさ

に拡大し、分割出力させるソフトもあり 、かなり

大きな出力を得ることができます。写真のような

高品位な結果が得られるフルカラー出力機はせい

ぜいA3程度の出力ですが、このようなソフトを

使えば分割して大きく出力することができます。

(ただし画像の種類によ っては大きく精度が落ち

版画の可能性…… 17



る結果になります。)しかし耐光性や耐久性はま

ちまちで、作品として出力する場合注意しなけれ

ばなりません。また、同じデータでもプリンター

によって全く違う結果になり、出力結果からデー

タの色調を調整し再プリントするといった試行錯

誤を強いられることになります。ランニングコス

トの安いプリンターであれば試し刷りも容易です

が、コストの高いプリンターや、サービスセンタ

ーでの出力では、何度も出力するわけにはいきま

せん。印刷を前提にしたソフトではCMYKに対応

していますが、 一般のソフトではRGBデータで作

業します。 制作段階でCMYKで色の選択をすれば、

それほど大きな違いは出ませんが、 RGBで色を選

択するとき、特に鮮やかな色を選択したときに、

その色調が大きく変わることが起こります。厳密

に色彩を出力時に合わせたいときは、画面上でカ

ラーチャートを作り、それをプリンターで出力し、

その出力サンプルをもとに制作時の色彩計画を行

うことになります。ただ、コンビュータ上では

1677万色表示できますが、それらすべてに対して

サンプルを作ることはできないので、目安という

ことになります。最近はシステムレベルでそのよ

うな色調整ができる技術が開発され、スキャナー

などの入力機からCRT、そしてプリンターまでト

ータルに色彩の管理が行えるようになってきてい

ます。

その他の出力にCADで使用するプロッターがあ

ります。これは、AOサイズぐらいまで出力でき、

図面を製図ベンや鉛筆で正確に描画します。本来、

コンピュータによる機械や建築設図の出力用です

が、 一般の描画用ソフトで対応しているものがあ

り、作品の出力先として利用できます。

他の方法がまだまだ発展途上にある中で、 写真

フィルムへの出力は、 CGの確立された出力方法

の一つです。ポジやネガ、またはポラロイド、

OHPフィルムへ出力します。写真フィルム出力の

最大の利点は画像データをCMYK変換する必要が

ないことです。フィルムへ出力後は写真と同じ処

理をおこなうことができます。フィルムへの出力

には直接コンピュータ画面を撮影する方法(管面

撮影)と、専用の出力機(フィルムレコーダー)

18・ー ・版画の可能性

を使う方法があります。管面撮影は手軽で安上が

りですが、簡単というわけではありません。ディ

スプレイの解像度以上には撮影できず、画面に歪

みがあるような場合修正することができません。

また、余分な画面を表示しない工夫がいります。

実際の撮影ではカメラをCRTに平行に設置し、フ

ィルムは粒子の細かいものを使います。レンズは

周辺部の歪みの小さいものを選び、 TV-CCフィル

タを使います。コンピュータ ・ディスプレイの画

面はほこりが付きやすく、指紋などの汚れも必ず

拭き取ります。そして画面に室内が映り込まない

ように暗くする必要があります。段ボールや暗幕

などを使って、カメラと画面を覆ってしまうのも

よいでしょう 。シャッタースピードは 1I 4秒以
下で、絞りを何通りか設定し撮影します。この方

法で撮影したものはスライドや小さくプリントす

る以外には向きません。しかし、自分のコンピュ

ータの画面を直接撮影するので、見たままを出力

できる利点があります。

一方フィ ルムレコーダーの場合は、出力機が必

要です。普通は出力サービスセンターを利用する

ことになります。フィルムレコーダーは数社から

発売されており、取付けるカメラや解像度による

バリエーションがあります。35mm専用や低解像

度用は、おもにスライド作成用として利用されま

す。印刷原稿や、作品として大きく引き伸ばすと

きは高解像度で、フィルムサイズも 4x 5インチ、

またはそれ以上の出力が必要です。画像の解像度

は、大きいほうがよいのですが実際はコンビュー

タの処理能力、実装メモリーサイズ、ハードディ

ス夕、使用ソフトなどにより、制約を受けること

になります。3Dソフトの場合、レンダリングの

種類によってはたいへん時聞がかかり、目的の解

像度でレンダリングさせられないときがありま

す。そのような場合、フォトショップなどの画像

処理ソフトで解像度を上げて出力するほうが、よ

い結果を得られます。

どの出力方法についてもいえることですが、出

力機の調整(カラーキャリプレーションなど)が

しっかりしていないと思うような結果が得られま

せん。例えば写真出力の場合、フィルムにほこり



やゴミが;焼き込まれていたり、傷が付いているこ

ともあります。またフィルムや用紙の中央から外

れて出力されるようなこともあります。このよう

な出力ミスの場合、再出力となりますが、大きく

写真に焼いてから始めてミスに気付くようなこと

もあり、 トラブルを避けるためにも品質管理、技

術の優れた信頼できるサーピスセンターを選ばな

ければなりません。

出力を依頼するときのデータの持ち込み方法で

すが、データサイズが小さいものであれば、フロ

ッピーディスクを使います。ディスク l枚に収ま

らないときは、パックアップツールでデータを分

割保存します。圧縮、分割したフロッピーディス

クのデータは、エラーを起こすことがあるので、

データの圧縮は、なるべく避けたほうがいいよう

です。そしてエラー対策として、必ず二組用意し

ます。高解像度の画像のデータは大きく、フロッ

ピーディスクでは、作業が煩雑になり、エラーも

出やすくなるのでMO(光磁気ディスク)などを

使うのが一般的です。最近は 3.5" MOが普及

してきており、ほとんどの出力センターに設置さ

れています。3. 5" MOは互換性もあり現時点

でもっとも有効なデータの移動メディアです。5"

MOは互換性が低く、リムーバブルハードディス

クも同じで、出力センターに互換機種がなければ

持ち込むことができません。また直接ハードディ

スクを持ち込むこともできますが、一般にハード

ディスクは振動に弱く、思わぬ事故に巻き込まれ

ないためにも移動は避けるべきです。またこの場

合、ウイルスに無防備になるという危険もありま

す。データを持ち込む場合、ウイルスの感染を防

止するためにフロッピーディスクやMOディスク

を必ず書き込み禁止の設定にしておきます。近く

に出力センターがないときは、遠方に出力を依頼

することになり、フロッピーディスクや 3.5" 

MOを宅配便などを利用して送ることになります。

データの移動には、モデムなどを利用する方法

もあります。これは電話回線を使用し、自分のコ

ンピュータからモデムを介して先方のコンピュー

タにデータを転送する方法です。この方法は通信

速度が遅く画像ファイルなどのデータサイズの大

きなものを転送するには無理があり、ポストスク

リプトデータのように比較的小さなものに限定す

べきです。もう一つISDNを利用する方法がありま

すが現在ではまだ高速な通信回線網が整備されて

おらず、これも大きなサイズの画像の転送には非

常に時間がかかり十分ではありません。モデムで

の通信中はその電話回線はもちろん、双方のコン

ピュータを占有してしまいます。電話回線数本を

同時に使用するようなものもありますが、双方に

同じ機材がいる上にコストも高く、 一般的に利用

できるものではありません。次世代の高速通信網

が早く実現されればこのような問題は一挙に解決

できるのですが、現状ではやはり光磁気ディスク

のような可搬メディアによる移動が実用的です。

版画の可能性…… 19



「健康を守るJ一水性インキによるシルクスクリーン 鎌谷伸一

今まではシルクスクリーンと云えば、油性イン

キが主流であった。つまり樹脂系のメデイウムを

顔料で、練って作られたインキを石油で溶いて使っ

ていた。石油はそれ程害はないが、インキに含ま

れる、有機溶剤が悪臭を放っていた。まあシルク

といえば、インキの臭いが強く、あまり健康によ

くないと云われて来たが、ここに来て一つの変換

期に来ているのではないだろうか。

日本でも最近、欧米の協力を得て、優れた水性

インキの開発が進んでおり、少しずつ、版画工房

や大学でも使用されつつある。

欧米ではすでに有機溶剤の使用規制が特に強く

2年前に私が在外研修でアメリカにいた頃でも、

ニューヨークの大きな画材庖ではシルクのコーナ

ーから油性インキがすっかり、なくなっていまし

た。僕はフィラデルフィアのスク リーン資材店で

ナツダ杜のインキを手に入れる事ができました。

しかし、各美術大学では水性インキを使つ1てい

ると言う話をよく聞きました。

私が水性インキの問題点を思うと誰でも、則っ

たベタ面だけが水分を含んで紙がうねるのではな

いかという心配があった。

要は今までの油性インキに劣らず、うま く刷れ

ればいいのであって、さっそく、水性4ンキえ取

り寄せて実験してみた。帝国インキ杜のセ リコー

ル、アクアQLシリーズを買って和紙に刷ってみ

た。二枚漉きの紙でも和紙は吸水性が高いので、

やはり 、刷った所が波を打った。しかしも っと厚

い和紙では大丈夫であった。小峰プロセスの小峰

さんの話では重量150kグラム以上の用紙では、 一

時膨らんでも、乾けば元に戻るとの事、いづみ紙

やアルシュ紙なども問題がないとの事でした。

しかし水性インキはなにか壁塗料などと似てい

て乾くと水では溶けにくいもので、版の清掃の時

に勝手が違うので困った。版にはインキが固着す

るし、それを処理する薬品が多くあって、結局、

有機溶剤に頼らざるを得なくなって、同じ事では

ないかとも思った。とにかく刷ってみて、刷りの

勝手が違う、たとえば、版づまりや、版ぱなれの

違いなど、勝手が違う。画期的などと宣伝はしに

くいものであった。

20……版画の可能性

しかし、これから長い目で見て健康を考える上

で、水性インキは欠かせないものであり、日本で

も、環境庁あたりから、お達しが来るのもまぢか

なはずである。

大学の集中授業などで多数の学生が使用する場

合などには大いに活用すべきではないでしょう

か。作家にしても、長年にわたって使用するもの

ですから、健康の面においても必要な事である。

しかし、まだ需要が少ないせいか、今までより

コストがかかり、インキだけでも 2 ~ 3 倍の値段

である。メーカーでは需要がふえれば、コストダ

ウンが出来ると云うことである。

シルク材料については工業用にメーカーが開発

に力をいれており、研究機関もある様である。

これからも、も っと優れた製品が出てくると思

われ、段々と普及するものと思われる。

私はブロッキング法で制作しているので水性イ

ンキになると版を耐水性にしてやらないとだめ

で、耐水性感光乳剤を使ってみたが露光時聞が長

く必要で、感光しでもなんかベトベ 卜していた。

それで、刷ると紙の版ばなれが悪く、困ってしま っ

た。授業で刷る20枚や30枚位では、 大量に刷る版

と違って、今までの耐溶剤性感光乳剤でも充分使

えると思う。

剥膜i夜も改めて危険で、あるのがわかった。手に

ついたり、目に入らない様にする事が必要で、ある。

水性インキのアクアQLにしてもまだ色数が少

なく、 12色程度である。これでは版画の微妙な色

彩は表現出来ない様な気がする。まあこれからふ

えていくでしょうが、まだメーカーも実験段階で

あるらしい。他にナツダ社から水性インキが出て

いるが使った事はない。

以上簡単に水性インキについて述べたが環境問

題や健康に関わる重要な点で早急な改善を必要と

している。



-愛知県立芸術大学大学院

「美術研究科版画専攻開設についてJ

平成 5年4月 愛知県立芸術大学大学院美術研

究科版画専攻は、スタートしました。

設置構想から25年という歳月を経て実現した版

画専攻の設置は、大学院の将来的な充実を計る為

の第一のステップとなるものです。

版画専門の専任教官によって、生きた版画作家の

育成を含めた、より高度な版画教育と研究体制の

拡充を目的として開設されました。今後各分野で、

造形表現のボーダーレスな授業がますます盛んに

なることが予想されますが、その様な将来の姿を

考慮、して、版画研究室では、主に 2つの基本構想

から授業が運営されています。

lつは、版と言う特殊な領域から見る造形表現

であり、もう lつは造形表現から見る版への展開

であります。前者はより専門的で高度な技術養成

と、版の独自な表現の探求を目的とし、後者は版

画によって得られる造形表現の拡がりを、目的と

した副次的な役割であります。

この様な構想のもとに版画専門の常勤スタッフ

として、天野邦弘教授、磯見輝夫助教授、倉地久

教授があたり、これに油画専攻の常勤スタッフが

協力して運営されていきます。

また今年度は非常勤講師として、リトグラフに高

月仁氏、銅版は坂爪厚生氏、副手的役割で授業を

サポートしてくれる石山直司氏、井出創太郎氏が

加わっています。

募集される大学院版画専攻生の定員は、油画大

学院生のうち約三名であり、年間を通して版画の

制作研究に専念します。この専攻生には共通した

カリキュラムは設けず、これは少人数である特性

を生かして、教官と学生が一対ーで各自の年間プ

ログラムを作る為です。

技術的な事よりも絵画表現、造形表現を重視し、

コンセプトを確認したうえで、授業を組み立てま

す。「版画とは」から作品制作のノウハウまで、

教官との問答が繰り返され、その中で明らかにさ

れたことから、制作の方向着けや具体的な制作点

数、テーマ、材料の研究等 l年の計画が生まれま

す。

研究室としては多様なカリキュラムに対応する為

に、基本的な設備や機材の購入等、できるだけの

倉地久

努力を重ねています。

版画研究室工房では、銅版、リトグラフ、油性

木版、水性木版、シルクスクリーンの制作が出来

ます。加えて石膏摺り、併用版、ハンドメイドペ

ーパ一等実験的分野にも力を入れています。また

地の利を生かして、紙漉きの見学等、学外の研修

や材料の研究も行っています。

版画専攻の大学院生は版画だけでなく、油画授

業を 5週間選択することが出来ます。

そして、年 l回油商科の教官による批評会が行な

われます。

版画研究室は油画科に所属していますが、授業は

美術学部大学院全体を対象に聞かれています。版

画専攻生の授業以外には、日本画、彫刻科の学部

3年生を対象とした版画案習。油画3年生を対象

としたもの。油画大学院 l年生と他専攻の希望者

を含めた学生を対象とする授業があります。各々

4週から 5週の期間内に、各版種のデモンストレ

ーションを参考にして、全紙大の作品を制作して

います。

この様な授業を通して、特に版画に興味を持っ

たもの、意欲のある学生には、専攻の別を問わず

門戸を開いているのが、版画研究室の姿勢であり

まトす。各P専攻聞の造形表現の交流が活発になると

き、そのパイオニアとして当研究室があることを

自負しております。

以上の様な内容で、我が校の大学院版画専攻が

新設されましたが、大学の設備、ユーテイリテイ

など課題も多く、 一層の充実に向けて努力したい

と思っております。

まだ愛知県立芸術大学大学院版画専攻は自立

し、歩き始めたばかりでありますが、多くの才能

を見い出だし、新鮮な作品を世に送り出す、独自

の発信地とすることを胸に期しております。

最期に、このたびの大学院版画専攻設置にあた

りまして、これまでに多大なご尽力をいただきま

した関係者の皆様方、また、昨年当大学で開催さ

れました「愛知県立芸術大学版画研究室25年のあ

ゆみ展jにご協力頂きました先生方に、この場を

お借りして厚く御礼申し上げます。

愛知県立芸術大学大学院......21 



愛知県立芸術大学版画研究室 年間カリキュラム

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 

~ -- - -----i I I 
版画専攻 : 1 1I 選択研究 1 1 i i 
大学院 個別カリキュラム l 印刷画研吋 !伽')h7Ai!! 
l年 llザ |L-5-週- 必--修--)J4単位芸 ・!大 !!;!! 

'学 141
版画専攻 l料 1 '大i
大学院 個別カリキユラム l 夏 個別カリキユラム 修了制作!版 冬修了制作
2年予定 :研

|画

1究 術 !

研勿b生 |展 o 0 
九 1 1 1 __... .. 1 1_.... _: 1 1 
研修生 個別カリキユラム l 個別カリキユラム 岡日1カリキュラム|目 1 1 
予定 1 1 1 1 1 

l 季 i!!季
実習授業 実習授業 ! 

，...---------.. 
学部 | 版画実習 ' 祭
日本画、彫刻 |銅版、リトグラフ !

3年生 4週 ! 4単位

r-----------休 休
学部 i必修版画実習!
油画 i銅版、 1)トグラフ !
3年生 5週 刊性木版、水性木版!

4 単位 ~________J

| 選択研究 ! 
大学院 業i油画研究、版画研究選択! 業

l年生 i 5週 (必修)! 
L・ --J4単位

課外
授業 個別プログラム 個別プログラム

坂爪厚生 00 00 00 00 00 

高月仁 00 00 00 

天野邦弘 磯見輝夫 倉地久 石山直司 井出創太郎
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愛知芸大版画研究室 沿革 (1993. 7) 

昭和41年 (1966) I本学関学

昭和43年 (1968) I版画授業始まる。

昭和45年 (1970)

昭和47年 (1972)

昭和49年 (1974)

昭和50年 (1975)

昭和51年(1976)

昭和52年 (1977)

昭和53年 (1978) 

昭和55年 (1980)

昭和56年 (1981)

昭和58年 (1983)

昭和四年 (1984)

昭和60年 (1985)

昭和61年 (1986)

昭和62年 (1987)

昭和63年 (1988)

絵画専攻(日本函 ー楠画) 3年次生の実技授業の一 環として、木版・銅版 ・石版の集中

授業(年間6週)を行う

大学院の開設に伴い、大学院版画集中授業(年聞記且)始まる。

研修生制度が認可され、この年より昭和51年まで5年間、教官と学生の熱意により版画

施設を年 聞を通じて使用している。

版画作品の発表を始める。 この年の 11月に大学版画研究会が設立された。

版画講座申請の概算要求を提出。

女子美術大学版画科が開設される o

この年より昭和61年まで、版画授業を短縮する。

教官の自主的な意欲により維持してきた年間 を通じての版画授業は、教官の過労が限界

に達し短縮せざるを得なくなった。 大学版画研究会に島田章三 ー吉本弘が入会し、他美

術大学との連携が始まる。

本学と他 大学の版画教育の現状報告をし、版画教育並びに研究体制の拡充を再申請する

教官の共同研究として、 [版画センター]始まる。

大学版画研究会に山本宮章が入会する。

伊藤廉先生が大学版画研究会の名誉会員になる。

大学版画集開始。

再度版画教育の充実に関する上申舎を提出する。彫刻専攻3年次の集中授業(年間4週 )

大学版画研究会に設楽知昭が入会する。 愛知芸大版画研究会発足。

版画研究会展開催(資料館)

非常勤講師枠 (312時間)が認められ、通年開講始まる。

大学版画研究体制拡充に関する要望書を提出する。 大学版画研究会は大学版画学会とな

る。

本学は大学版画学会の運営委員と学会報の編集委員を出し、学会では重要な大学となる

町田市立版画美術館が開設される。

平成 3年 (1991) I大学版画学会に倉地久が入会する。

平 成 4年 (1992) I版画講座開設に向けて、版薗専任教官(教授・天野邦弘、助手 倉地久)が就任する。

大学版画学会に天野邦弘が入会する。

平成 5年 (1993) 1-(由画専攻の中に版画研究室が設置される。 版画専任教官 (助教授・磯見輝夫)が就任す
る。 教員組織は教授、助教授、助手の3名で構成される。 学生募集は、大学院に於し、て

千子オつオLt:こ。

大学版画学会に磯見輝夫が入会する。

写真A 作図室部分 写真B 平版教室部分

愛知県立芸術大学大学院・…23



-奈良芸術短期大学

「版画カリキユラムについてJ

本学は橿原神宮の南に位置し、大学の周囲には、

古墳や寺、古い民家も多く歴史を感じさせる一方、

大阪からの通勤圏内で新しい住宅地も拓けている。

学生総数731名で、学生は奈良、大阪、京都の

他全国各地から来ており、下宿生活者が多い。コ

ースは、洋画、日本画、立体造形、ピジュアルデ

ザインA、B、情報デザイン、建築インテリア、

陶芸、染織、工芸デザインと合計10のコースに分

れている。

本学には版画コースは無く、洋画の授業として、

油彩、デッサンの他にl年次で立体造形、表現技

法、色彩計画、 2年次で造形表現と版画の実習が

ある。現在洋画2回生51名洋画専攻科生4名が私

の版画実習を授講している。

授業内容は、洋画2回生はA、B、2グループ

に分かれ、各クラス共週l回3時間で、前期12回、

後期12回を銅版画実習とし単位は通年で3単位を

取得。洋画専攻科生は、週2回で其々 3時間ずつ

銅版画とシルクスクリ ーンの実習を通年おこな

う。銅版画3単位、シルクスクリーン 3単位とな

っている。

版画実習室は、実習室、腐蝕室、準備室、研究

室の4つに分かれ、約90cm'で、ある。エッチング

プレス (70cmX 140cm) 2機、オートウサーマr

2台、プレートウォーマー 3台、アクアチントボ

ックスがある。銅版画以外の設備はされていない

ため、専攻科のシルクスクリーンは、デザインコ

ースの印刷室を使用している。準備室は、各学生

の版、紙、用具を収納する場所となっている。

奈良芸術短期大学 版画実習室エッチングプレス機

24・…奈良芸術短期大学

岸中延年

版画材料は、購買部にて年度初めに一括購入し

ている。

2回生の版画実習は銅版となっている。年間の

実習時聞が少なく 、数多くの技法を指導すること

は技法の学習だけになるので、銅版画の基本であ

るエッチングを前期で、アクアチン 卜を後期で指

導し、其々 l点制作する。

洋画コースの一授業で、銅版画の知識に乏しい

為、初日の授業では、版種、技法の説明をし、自

作を見せ、刷りの実演をする。その後、銅版画作

品のスライドを年代別、技法別に見せ、これから

各自が制作する版画について学習する。

洋画コースでは、デッサンを重視した授業を行

っているので、前期でのエッチングの下絵を描く

にあたっては、各自モチーフを用意させ、制作す

る版の大きさ (22cmX 30cm)で描かせ、それを

銅版に置き変える方法をとっている。

奈良芸術短期大学 2回生工 yチング実習のようす

銅版画を制作する事が初めてであり 、紙に刷る

事で結果が判る版画の性質上、下絵の段階で、出

来るだけ不明瞭な所を無くし、出来上りに近いも

のにしておくことで制作上の失敗を少なくし、後

は試刷り、描画、腐蝕を繰返すことで作品の完成

度を上げるよう指導している。

後期の作品は、エッチングとアクアチントの併

用として、前期と同じ大きさで制作する。描くも

のは自由とし、各自の個性、オリジナリティーが

出るよう下絵の段階で指導する。

後期中頃になると、学生の方も銅版に慣れてく



るので、自作に合った表現方法など、技法的なこ

とも質問してくるようになり、銅版画の面白さが

判りかけてくるようだが、前期より製版工程が多

くなるので、実習時間内で納得のいく所まで手を

加えることが難しくなる。

専攻科の銅版画実習は、前期にメゾチントで l

点制作する。ベルソーでの下地作りは、初めての

学生には技術的に困難であるのと、時間的にも余

裕が無いので、アクアチントを 2 ~ 3 回すること

でメゾチントの下地としている。柔らかい中間の

調子が出せるのと、直接的な製版方法が、腐蝕で

版を作る方法よりも洋画コースの学生には向いて

版画実習室平面図

4.8m 

回
研究室

• 

口医園口|

~I ~蝕室
流し台

いるように思う。

後期は自由制作として l点制作する。各自の表

現に適した技法で制作するが、デイープエッチン

グによる 1版多色刷りや、多版多色刷りを試す者

もおり色々である。

シルクスクリーンの実習は、手描きのフィルム

による多色刷り版画を制作する。前期は、下絵制

作、色数、制り順の設定、フィルムの作製を行い、

後期で本格的に刷り、通年で 1点仕上げる。

尚、版画実習室は学生の自主的な制作活動の為

に、実習日以外でも、休日を除く毎日午後6時ま

で、自由に使用できるようになっている。

4.5m 

国国
|水

実習室

作業机 | 
| 作苦

作業机

ア
ク
ア

ツ

ク
ス
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洋画コースカリキュラム

l年次 くデッサン(I-VI)の授業内容>

前
4月 石膏デッサン

5月 石膏デッサン ・風景写生(油彩)

6月 石膏デッサン ・静物(油彩)

7月 石膏デッサン ・静物(油彩)

期
8月 (夏期休業)課題制作(油彩)静物風景

9月 石膏デッサン

後 10月 静物(油彩)

11月 人体コスチューム(油彩) ・進級制作

12月 (冬期休業)課題制作 ・進級制作

1月 進級制作・デッサンコンクール

期
2月 卒業制作展見学レポート

3月 (春期休業)

2年次 く油彩制作 (I-vm)の授業内容>

油彩制作 (I-VI)

4月 人体(立ポーズ ・坐ポーズ)油彩
デ ッサン版画古典
技法

日リ 5月 人体(坐ポーズ ・コスチューム)油彩
デッサン版画古典
技法

6月 静物(油彩) ・自由制作(油彩)
デッサン版画古典

技法

7月 自由制作(油彩)
デッサン版画古典
技法

期 8月 (夏期休業)課題制作(静物 ・風景 ・自由制作のうち2点)

9月 風景(油彩)
デッサン版画古典

f支法

10月 人体(油彩)風景(油彩)卒業制作
デッサン版画古典
技法

後 11月 卒業制作
デッサン版画古典

技法

12月
卒業制作

デッサン版画古典
技法

冬期休業

期 1月 卒業制作 デッサン版画古典

技法

2月 卒業制作

26 ・奈良芸術短期大学



-工房訪問

「佐藤木版画工房(京都)J

京都では昔から数多くの木版画工房が様々な形

で活躍してきた。現在では創作版画の草分け的存

在である徳力富吉郎氏が主宰する「松九」があり、

また同じように京都の名所を制作する工房として

知られるものに井堂雅夫氏が主宰する工房「雅堂j

がある。さらに「紫雲堂版画工房」の戸田正氏は

アメリカの画家と協力して現代木版画を制作する

特異な存在である。戸田氏はサンフランシスコの

クラウン ・ポイン ト・プレスと組み1982年から91

年までの10年間にカッツ、クレメンテ、クロース、

サーレら30名にのぼる一流作家とのコラボレーシ

ヨンを行っている。

今回は伝統的な木版画と現代版画を共に制作す

る佐藤木版画工房を訪ねた。

佐藤木版画工房は昭和15年頃に佐藤泰三氏が工

房を設立し、その後昭和34年頃に現在工房のある

東山区六原に移転した。現在は泰三氏の息子であ

る佐藤景三氏を中心として、弟子3人に泰三氏を

加えた 5人で仕事を行っている。また、必要に応

じて他の工房に外注する形もとっている。

明治以降、浮世絵の一枚絵を中心に発達してき

た「江戸版画」に対して、京都では「京版画jと

して絵本、図案帳、経本などをはじめ、より日本

画に近い版画が作られてきた。

佐藤木版画工房では、戦後はクリスマスカード、

団扇、扇子、昭和40年頃からは広重や歌麿の浮世

絵の復刻、昭和50年頃から現在に至るまでは日本

画のオリジナル版画を中心として仕事を行ってい

る。訪問時には上村松重氏の版画を制作中で、あった。

これらの仕事をする傍ら、佐藤木版画工房では

現代作家や木版に興味を持つ学生、留学生らを受

入れ見学、実習の機会を設けている。閉鎖的なイ

メージを持たれがちな伝統的工房のなかで、大変

開放的な感じがすることに対して佐藤氏は、「伝

統的な工房はそんなに閉鎖的ではない。技術が盗

まれるなどとは考えていないし、摺師には技術だ

けではなく感性が必要になってきているので、多

くの人々が工房に出入りする方が良いと考えてい

る。jと述べられていた。

現代作家とのコラボレーションとしては、竹田

鎮三郎氏、 ドイツ出身で現在はオーストラリアを

山田道夫/坂本恭子

拠点として活躍するヨルク ・シュマイサー氏、黒

崎彰氏などとの仕事がある。

また、佐藤氏は後継者養成の活動の一環として、

「浮世絵木版画彫摺技術保存協会」の京都支部長

も努めている。この協会は東京に本部を持ち、浮

世絵技術の伝承と向上、そして後継者の養成、日

本固有の文化の保存と発展を目的に15年前に発足

し、彫摺技術の向上と後継者の養成を計るための

研修会、及び技術に関する社会的な理解と知識を

普及するための実演会、展示会、懇談会等の活動

が行われている。

現在京都の職人で最も若い人は彫師で19歳、摺

師では28歳である。最も多いのは50歳代後半から

60歳代で、昔は中学校を卒業後すぐ弟子入りする

のが普通で、、現在業界の中心となっている人達は

大体高校卒業後弟子入りしたという人が多い。最

近では大学を卒業してから弟子入りする人達もお

り、そうした若い職人について佐藤氏は、「感性

があると思う。技術も覚えるのが早い。彼らには

従来までの木版による印刷という考え方ではな

く、版画を作るという気持ちでやってもらってい

る。Jと話しておられた。
次に佐藤木版画工房での主な作業工程と材料、

道具を紹介して頂いた。

作業工程

lオリジナル原画の写真を撮影し、その像をオ

フセット印刷により薄い和紙に刷る。

2版木にオフセット印刷した薄い和紙を張る。

浮世絵の場合は版木に直接フィルムを張りこ

むこともある。

[ 1、2の工程は、版元であるモモセ版画美術

(埼玉)で行われる。]

3主版(骨版)を彫る。

※主版(骨版)とは、全体の絵柄や輪郭線を

持つ版。

4摺りかえしをとり、別の版木に糊で張りこみ

色板をつくる。

[ 3、4の工程は、彫師 藤沢洋氏、松田俊蔵

氏により行われる。]

5 日本画オリジナル版画の場合300~400度(回)

繰り返して刷られる 。 浮世絵の場合は 5 ~ 8

工房訪問…υ27



枚の板で20度前後の摺りを経て作品が完成する。

[ 5の工程は佐藤木版画工房で行われる。]

材料、道具

・顔料 (泥絵具が主)

足立顔料庖、画筆堂、放光堂、(いずれも京都)

で購入0

・墨

奈良で佐藤木版画工房用に作られたものを使用0

・板(桜板が主)

青山商庖 (京都)で購入0

.刷毛

平野刷毛庖、宮川刷毛庖(いずれも東京)で購入0

.紙

岩野市兵衛氏(福井) より購入。

現在使っている材料、道具について佐藤氏は、

「顔料は公害問題による規制により、以前のもの

と比べて質が変わった。また、躍の質も以前に比

べると変わっている。桜板も手に入りにくくなっ

28・・・ー工房訪問

ているし、刷毛は東京の野潟金太郎氏が亡くなり、

従来使ってきたものが手に入らなくなった。」と

話しておられた。

佐藤木版画工房を訪れて一番感じたことは、大

変開かれた工房だということである。一般に職人

の名の付く人達は気難しく、関係者以外の者が仕

事をしている場所に入ってくるのを嫌うなど、閉

鎖的なイメージを持ちがちであるが、そのような

イメージとは反対に佐藤木版画工房では、積極的

に工房を開放していた。訪問時には京都精華大学

の学生が学外実習にやってきており、作業の効率

から考えれば決して利益にはならないだろうが、

それよりも多くの人達にもっと伝統的木版画や技

術を知ってもらい、文化的な貢献をしようという

意志が強く感じられた。こうした工房を多くの学

生や作家が訪れ、伝統的文化や技術を知り、今の

時代との接点を探ることによ って新しい版画の世

界を作り出すことが出来るのではないだろうか。



.カナダの版画工房の現況

私の研修先のウインザー ・プリント ・メーカー

ズ・フォーラム (WPF)のあるウインザ一市は人

口16万9千人の農業と車の製造を中心としたカナ

ダの中規模都市であり 、五大湖を結ぶデトロイド

河をはさんでアメリカミシガン州最大の都市デト

ロイトの南に、くさびのようにくい込んだカナダ

最南端の市であった。

この小さな工房にはすでにカナダカウンシルの

奨学金で浜西勝則、東谷武美、吉田亜世美の諸氏

がj度加して立派な業績を上げられていて私の受入

れも順調に運び、 心からの歓待を受けた。ここで

カナダ人や海外の招待作家達から、国際交流を通

じて石版・銅版 ・モノタイプの制作技法を学んだ。

ミ竺司司司

ウインザ ・プリント ・メーカース ・フォーラム (ウインザー)

カナダは隣国で強大な力を持つアメリカに対し

て何とかその独自性を明確化にするために法制度

や社会保険機構のみでなく、 美術・版画の世界で

もその独特の機関システムにより運営されてい

る。現在カナダでは約50の版画工房が全土の各都

市にあり、運営は大なり小なりカナダカウンシル

(政府)の援助により行われている。WPFはその

中でも特にユニークで、多くの運営費をビンゴー

という公開賭博遊戯の収益から捻出しており 、他

を100人前後の賛助会費、 一般会員費 とカナダカ

ウンシルの援助によって維持していた。常に利用

している版画家は10人前後で比較的ゆとりを持っ

て制作出来た。設備はアメリカ製の石版プレス 1

台、地元ウインザーとアメリカ製の銅版プレスが

2台あり、広い部屋の中に版種ごとの部屋割りを

せずに使用していた。会員は 1ヶ月の使用料を払

伊東繋特

えば特別の資格は不要であり、年に数回のニュー

スレター (WPFの会報)をゼロックスコピーで手

造りで制作して画廊や教育機関に置いたり 、多く

の人々に郵送していた。内容はWPF画廊の展覧会

案内、招待作家のプロフイール、材料の消費につ

いてのアナウンスメント、会員の展覧会報告、地

域の展覧会案内、運営委員の募集、新 (再)会員

の名前、そして最後に会費の一覧表である。ちな

みに参考のために1992年度の 1ヶ月の会費のリス

トを書いてみる。

MEMBERSHIP RATES 

Student/Senior 15$ Regular 25$ 

Patron 50$ Associate 100$ 

Family!Duo40$ Sponsor 250$ 

Corporate 500$ 

私は 6月18日にカナダで最も古い版画工房旧名

L'Ateilier de Realisations Graphiques、新名

ENGRAMME (ケベック市)を訪れた。建物は古

いが白で統ーされた清潔そうな画廊。工房は大変

気に入った。この工房は1972年に作られ現在メン

バーは60人くらいであるが常に来て制作する作家

は20人くらいとの事であった。メンバーの作品の

ファイルは道路に面した明るい窓ぎわ近くにビニ

ールケースに入れてあり訪れた客が手にと って買

って行くことが出来る。会員の案内や作品が飾ら

れた事務所の後ろの奥にミーテイング兼休憩室が

あり、その向かい1&IJに2台のプレス機が置かれた

石版室がある。その奥が腐食室、銅版室と続いて

いる。他のカナダの工房と違ってここではシルク

スクリーンは油性と水性の両方を使って制作して

いるとの事だった。

¥ 

イングラム (ケベッヲ)

カナダの版画工房の現況 .29 



8月の夏休みを利用して、アルパータ州のエド

モントンにあるSocietyNorthem Alb巴rtaPrint Artists 

(SNAP)とブリティッシュ・コロンピア州のパン

クーノすーにあるMalaspinaPrintmakers Society 

(MPS)を訪問した。SNAPも古い建物の中にあり、

銅、石版のプレス機はWPFのより大きくて会員は

70人くらいいるが実際は数人が利用しているとの

事だった。会報は充実した内容を持っていた。し

かし大きいといっても 100万に満たない人口のエ

ドモントンでもこれ程の施設を持っているのには

少なからず驚き、ここには版画の存在の重要性を

しっかりと認識している国の行政の一端が現れて

いて興味深かった。

この工房と階下の画廊ともカナダカウンシルとエ

ドモントンカウンシルの援助で運営されていた。

MPSはスペースはさほど広くないが、何といっ

ても観光コースに入っているグランピル島の中に

あるので他の工房と違って外観も美しく現代風で

あった。画廊事務所を突き抜けると左手にシルク、

真正面に石版、右手の奥に銅版室という ように配

置されていた。コラグラフ用の大きなオレンジ色

のプレス機は強く印象に残った。

マレスピーナ(バンクーパー)

カナダ最大の都市トロントは数回訪れた。キン

グ・ストリートに面した古い建物の階段を上ると

Open Studioの銅版室につき当たる。この版画工房

は規模も会員の数も私の訪れた版画工房の中では

一番大きく充実していた。ここもやはり版種によ

って部屋の区割がありシルクスク リーンの部屋を

中心に画廊、石版、銅版室といった部屋が並んで

30 カナダの版画工房の現況

いて、版画家のための版画工房といった充実感が

あった。

オープン・スタジオ (トロント)

カナダの版画工房の大きな特徴の一つに、作家

の安全と健康管理の問題がある。今回この点につ

いては渡加して初めて知ったことであったが、常

に薬品類(毒性のある)と接する版画家にとって

最重要課題であったと改めて考えなおされた。ガ

スマスク、アイウォッシャーの使用、ガソリン系

材料ではなく灯油の使用、安全弁の付いた金属安

全缶の使用、吸排機構の徹底した設置等、これら

は実際の私の体験で日本でもすぐに実行できる面

であるし、しなくてはいけないと感じた。特にシ

ルクの水性インクに関する普及の度合は、ほぽ

100パーセントに近いのではないかと思う 。版画

工房、大学等の関係者からの話では油性のインク

を使用する上での健康管理には、かなり否定的意

見であった。しかしこれは表現の効果について言

えばもう少し時間をかけて研究する意味を持って

いると思った。

私の表現手段の一つの木版画に関して言えば、

いずれの工房もレリーフ ・プリント室というもの

は無く、鋼、石、シルク、モノタイプに比べてマ

イナー感はいなめない事実だった。けっして多く

ない木版画も油性が主体であり 、やはり水性木版

画に関して言えば材料の入手難、指導者の不在、

気候の不適格とさ まざまな条件はあるが、私は経

験上全く不適合な表現技法ではないと思う 。多く

の作家達との会話やデモンストレーション ・ワー

クショップでは大いに反響があった。



経済的困窮は私の帰国後もさらに激しくなった

と旧知の友人から手紙をもらった。確実にカット

されつつある国の援助の中でこれからのカナダの

版画工房はどのように運営されて行くのだろう

か。しかし今回会った多くの版画家、画家、事務

職員たちの版画に対するあの熱意があれば、必ず

その歩み行くべき道を見つけ出せるだろうと思っ

た。最後にカナダの版画資料ハンドブックを紹介

します。これはカナダの版画事情、画廊教育機関

全てが網羅された最も優れた本です。

タイト Jレ lmpressions: 

A Canadian printmakers Handbook 

発売元MalaspinaPrintmakers Society 

1555 Duranleau Street， 

Granvill Island，Vancouver，B，C， 

V6H3S3 CANADA 

電話(604)688-1827
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.ベルソーの自作とメゾチント製版台

メゾチントを版画授業の主体として、行なって

います。カッターナイフを使って、鋼板に目立て

をするための製版台を、会報21号に発表させてい

ただき、 2年間使用していましたが、日本版画協

会会員の更科秀先生より 、ベルソーを自作する方

法を、教えていただきましたので、それを利用し

て、ベルソー及び、メゾチント製版台を製作し、

平成5年度の授業より使用を開始しましたので、

御報告させていただきます。この稿の主旨は、い

かに簡単にしかも安くメゾチント製版用の工具

を、揃えるかということにありますので、ご承知

置き願います。

(I)ベルソー刃の製作

材料鋸目立て用の単目ヤスリ 1Ocm， 12.5cm， 15cm 

の3種類ありました。10cmの物で 1イン

チあたり 80目、 12.5cmの物が60目、 15cmの

物が50目程度の歯数でした。

12.5cmのヤスリを、高速カ ッターで切断し

て、 5.5cmのベルソー刃を 2個作るのを、

標準としています。

道具 切断砥石 (高速カッター又は、ディスクグ

ラインダーに取付)

電動グラインダー

ハンドパイス

工程 1，切断砥石でヤス リの不要部分を取り去り、

必要な長さに切ります。

2，ヤスリに目的とする円弧を描いておきま

す。

3，ハンド、パイスでヤスリをはさみ、両手で

しっかり保持して、手IJ手の手首を支点と

して目的の円羽1になるように、グライン

ダーで研ぎます。第一段階は水平に保っ

て円弧をつけることを目的とします。

(第1図)

4，第二段階は30の角度を保って、円孤のつ

いた面を斜めに研ぎおろします。

(第2図)

5，由砥石で仕上げる (①~⑤まで、5分~

10分く らいで出来上がります。)

(11)手持ちベルソーを製作

普通手持ちベルソーという言い方はしません

32……ベJレソーの自作とメゾチント製版台

金沢一彦

が、後述する柄付ベルソーを標準的に使用し、手

持ちベルソーは修正程度にしか用いませんので、

特にこう呼んでいます。3種類作ってみました。

木で柄を作り講を彫り、ベルソー刃を木ネジで押

えて固定したもの、“タジマスクレーパー"とい

う市販の工具の柄を利用した物、柄の部分を市販

のヤスリの柄にした物。(写真 1) 

(1II)メゾチン卜製版台の製作

ベルソーが出来上がっても 、メゾチントの目立

てが容易でないのは、皆様ご承知の事と思います。

そこで新日本造形より発売されている、手動用製

版台を参考にして、私なりの製版台を作ってみま

した。まず全長を短く 、傾斜アングルの角度を増

し、小型の銅板専用で、ベルソーが素早く動くよ

うに設計しました。ベルソーも刃を 自作している

ことを利用して、最初から製版台専用の柄イ寸ベル

ソーの型に仕上げました。(写真2) 

ちょ っとしたアイデアとしては終端に角材を付

けた事。(これだけで鋼板は動きません)台に 1

cmずつの目盛りを付けた事です。(銅板に目盛り

を書き込む必要が無くなるわけです)

この製版台の場合柄の末端が、人間の肘にあたり

支点を形成してベルソーを動かす。この支点が傾

斜台の上を移動していく訳ですが、この際ベルソ

ーの角度が、変わっていくのが欠点です。ただし

ベルソーの動かし方を変える事で対処できます。

すなわち、枝の部分を持って動かしていたのを、

ベルソ一部を持つように変えると、ピッチが細 く

なって、角度変化による目立ての状態の差を、無

視できる程度に押えることが可能です。もう 一つ

の困った状況として、ベルソーがま っすぐ進まな

い場合がありました。これは柄の重心と刃の中心

が、合っていない為で、曲がっていく方向と逆の

方向に、刃をずらすと直ります。一度直進性が確

保されれば、非常に簡単にメゾチントの製版がで

きます。刃のキレが悪くなると前進しなくなるの

で分かります。この場合は刃を研ぎ直します。

“もう 一つの製版台"

いろいろ試作している内に、傾斜したアングルは

無くても良い事を発見しました。

柄の長さが充分にあれば、 ーヶ所この校を支える



物があれば、それだけで済みます。(第3図)

この方が製作は簡単で、刃の角度の変化も少な

くない。ただし支点とベルソーの距離が変わるの

で、支点から20cmくらい使えない部分があります。

形態に面白味の無いのが、欠点と言えば欠点です。

“使用方法"

立って使ったほうが、体重をかけられるので楽で

す。一行程ごと lcmずつ銅板をずらし端から端ま

でを一面と称し、 4方向(これを四面と称する)

をクリアーすれば、一応出来上がり、状態をみて、

目立て不足の場合は、 1~ 2面追加するという方

法をとりました。 15cmx 18.25cmの鋼板で、早い

学生はーコマ90分の授業中に目立て完了しました

が、標準的にはーコマの授業で2面、 二コマの授

業で4面完了というと ころでした。不安が残ると

きは、試し刷りをして状態を確認し、ムラがあれ

ばさらに 1 ~ 4 面追加します。 (写真 3 ) 

(IV)電動式メゾチント製版台の製作

更科先生と協議しながら、ここまで仕事を進めて

きましたが、更科先生が、実にユニークな電動式

ベルソーを作られました。

高速式の電動ノコ、ジグソーに直接ベルソーを取

付け、手持ちで使うというものです。そこで私も

負けずに電動式製版台を作りました。いろいろ試

行錯誤はありましたが、結果だけ書きます。

f 私の作った電動製版台の特徴j
1 ，モーターと支点とベルソーが、 一つのユニッ

トになっていて車輪に乗っており 、レールの

上を自走して行くので、レールさえあれば、

動きに制限が無い。

2，あまり機械的な動きではない。支点とベルソ

ーの関係が、人間の肘とベルソーの関係が似

ている。

3，安い。(2万円位でした)

4， DIY庖で売っている材料だけでできる。

5，難しい加工も無い。(穴開け、パイプ切断、

ネジ止め程度)

E使った材料D
1 ，基本台となる棚板。

2， レールになるを失アングル (アルミアングルで

は、たわんでしまって駄目でした)

3，ユニットを構成する商品名ファングルという

金具とネジ類。

4，後方支点を提供したり、作動の支点を作る金

具類。

5，パイ プ(ベルソーの柄と作動の軸となるステ

ンパイプ)

6，車輪。(一方向のみに動くキャスター)

7. 中間スイッチ。(最終的に動いてきたベルソ

ーが、このスイッチを押して作動が止まる)

8，動力となる変速ジグソー

変速ジグソーを使うことにより、速度調整と

回転運動から、往復運動への変換が一挙に解

決される

9，重りとなる、ウェイトトレーニング用の丸い

鉄板。

10，その他合板少々、角材少々、ナット、ボルト等

11，ベルソー刃 勿論、自作の物で15cmヤスリか

ら作った#50程度の刃

詳細は(写真4、5)(第 4、5、6図)を

御覧下さい。

(V)ベルゾーの刃の曲率について

ベルソーの刃の円弧は深い方が、使いやすい筈

です。単位面積あたりの圧力が大きくなる、つま

りは少ない力で効果があるという事になります。

押し詰めていけば、版画学会会報19号に載ってい

た、全周ベルソーになるのでしょうが、ヤスリを

使ったベルソーでは、この曲率がヤスリの巾で、

制限を受けるのが残念です、特に15cm刃のように

長い物では、この制限がきっくて、少しの曲率し

かとれません。このため重りがかなり必要となり、

私の製版台の場合12kgの重りを付けてあります。

以上簡単すぎる説明ですが、 ベルソーを自作し

て、製版台があれば多数の学生が、実に簡単にメ

ゾチントに取り組むことができるということで、

何かの参考にならないとも限らないと思いまし

て、浅学の身も顧みず発表させていただく次第です。
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-大学版画学会・会員名簿

※印の会員 (連絡代表会員)

北海道 ・東北地区

北海道教育大学岩見沢分校 068 北海道岩見沢市緑ケ丘2-34 0126-22-1470 

※梅津 燕 068 北海道岩見沢市緑ケ丘4-221 0126-24-1975 

北海道女子短期大学 069-01 北海道江別市文京台23 011-386-8011 

※金沢一彦 005 北海道札幌市南区澄川5条12-7-3 011-581-4881 

札幌大谷短期大学 065 北海道札幌市東区北16条東9 011-742-1651 

※阿部昌生 061 北海道札幌郡広島町字西の里東2-14-4 01 1-375-3253 

府川 誠 005 北海道札幌市南区石山一条7-10-27 011-591-9781 

弘前大学教育学部 036 青森県弘前市文京町l 。0172-36-2111

※村上善男 036 青森県弘前市大富町9-16、明朝舎101

岩手大学教育学部 020 岩手県盛岡市上回3-18-33 0196-23-5171 

※近藤 克 020 岩手県盛岡市青山3-25-2-502 0196-45-0280 

戸村 茂樹 020-01 岩手県盛岡市黒石野ト20-14 o 1 96-61 -8 160 

山形大学 990 山形県山形市小白川町1-4-12 0236-31-1424 

※青山 光佑 990-12 山形県山形市大字七浦497 0236-84-7628 

宮城教育大学 980 宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉 022-214-3450 

※高山 登 982 宮城県仙台市太白区ひより台47-8 022-243-2605 

東北生活文化大学 981 宮城県仙台市泉区虹の丘ト18 022-272-7511 

(旧三島学園)

※大槻紀雄 981-31 宮城県仙台市泉区加茂2-16-9 022-378-3610 

大塚恵子 982 宮城県仙台市太白区長町2-13-21 022-248-6853 

福島大学 960-12 福島県福島市松川町浅川字直道2 0425-48-5151 

※丸山 浩司 960 福島県福島市上荒子トl 上荒子住宅2-202 Q245-31-4393 

個人

清水 事支 099-24 北海道網走市呼人187-1 森の家 01 1-85 1-9640 

j青野泰行 068 北海道岩見沢市5条東16-6

高橋貴和 981-12 宮城県名取市名取ヶ丘5ートl
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東京都地区・ A

東京芸術大学 110 東京都台東区上野公園12-8 03-3828-6111 
※木村 義則 167 東京都杉並区上荻2-11-25 大正館 03-3301-7658 
安藤真司 175 東京都板橋区赤塚1-29-25 コーポ美春102 03-3939-0217 
木村 希八 248 神奈川県鎌倉市山崎1350-4 0467 -45-2223 
清水博文 272 千葉県市川市大町71-38 0473-37-6012 
中林忠良 356 埼玉県上福岡市駒林437 0492-63-1970 
野田哲也 277 千葉県柏市亀甲台2-12-4 0471-63-5332 
加山 又造 230 神奈川県横浜市鶴見区東寺尾5-3-29 045-573-6675 
松永啓之 179 東京都練馬区早宮3-18-4 コーポヨコヤマ306 03-3948-7424 
上矢 i宰 350-03 埼玉県比企郡鳩山町楓ヶ丘3-9-7 0492-96-3968 
松島順子 145 東京都大田区田園調布4-29-25 03-3721-3062 

多摩美術大学 192 東京都八王子市鑓水1723 0426-76-8611 
吹田文明 157 東京都世田谷区砧3-33-4 03-3417-7123 
相笠昌義 228 神奈川県座間市立野台540 0462-54-0279 
※小作青史 156 東京都世田谷区羽根木2-27-4 03-3321-7221 
黒木 周 206 東京都多摩市一の宮601-6 千草荘トl 0426-39-6265 
深沢幸雄 290-05 千葉県市原市鶴舞308 0436-88-2034 
渡辺達正 192-03 東京都八王子市鹿島22-1-208 0426-75-1655 
小林清子 (女子美) 216 神奈川県川崎市宮前区野川4090-1野川住宅2-403 044-751-0483 
楠本英治 229 神奈川県相模原市相原子28-2 0427-74-4603 
白井信行 229 神奈川県相模原市橋本台2-2-5 0427-79-2655 
小野芳浩 124 東京都葛飾区小岩5ふ 22 03-3697-5691 
三枝孝司 145 東京都大田区北千束1-2-1 03-3723-6928 

武蔵野美術大学 187 東京都小平市小川町1-736 0423-41-5011 
※池田 良二 208 東京都武蔵村山市伊奈平5-43-3 0425-60-1165 
j青水昭八 184 東京都小金井市梶野町4-16-27 0423-83-3733 
永井研治 357-02 埼玉県飯能市坂石574-6 0429-78-1030 
小山 愛人 (女子美短) 344 埼玉県春日部市武里団地8-8-302 048-737-8080 
今井庸介 207 東京都東大和市南街5-53-6 芳月荘203 0425-64-8790 

武蔵野美術学園 189 東京都武蔵野市吉祥寺東町3-3-7 0422-22-8176 
※稲田年行 194-01 東京都町田市三輪町1939 044-988-3339 
塙 太久馬(武蔵美) 214 神奈川県川崎市多摩区堰lふ 8 044-822-8492 
藤本俊彦 156 東京都世田谷区松原4-4-13 ハイム松原102 03-3324-4704 
小JlI正明 (女子美短) 336 埼玉県浦和市常盤7-8-18 048-822-2761 
柳沢 美奈子 189 東京都東村山市本市1-4-5 サンコーポ507 0423-91-7227 
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東京都地区・ C

和光大学人文学部 194-01 東京都町田市金井町2160 044-988-1431 

※白石昌夫 195 町田市山崎町1223シーアイハイツ8-801 0427-93-4518 

日本大学芸術学部 176 東京都練馬区旭ケ丘2-42 03-5995-8238 

※有地 好登 350-13 埼玉県狭山市北入曾526-10 0429-57-8468 

小山松 隆 275 千葉県習志野市袖ケ浦1-28-1-411 0474-54-6586 

皆川 孝一 350-13 埼玉県狭山市北入曾521-3 0429-59-2527 

吉田穂高 (女子美短) 181 東京都三鷹市井の頭1-13-40 0422-44-3923 

玉川大学 194 東京都町田市玉川学園6-トl 0427-28-3323 

※浜西勝則 259-13 神奈川県奏野市千村742-15-1-508 0463-87-3779 

東京学芸大学 184 東京都小金井市貫井北町4-1-1 0423-25-21 1 1 

※宮下登喜雄 183 東京都府中市新町1-12-11 0423-61-5634 

蓮尾 力 198 東京都青梅市小曾木ト3396 0428-74-4573 

文化学院 ¥01 東京都千代田区神田駿河台2-5 03-3294-7551 

※相i畢 美則 168 東京都杉並区久我山5-1-22 03-3331-3972 

上野秀一 344-01 埼玉県葛飾郡庄和町西金野井1232-1-102 048-745-1099 

跡見学園短期大学 112 東京都文京区大塚lふ2 03-3941-8161 

※深尾庄介 154 東京都世田谷区下馬3-17-2 03-3414-6034 

文化女子大学

※鹿取武司 196 東京都昭島市昭和町3-4-4 0425-41-8013 

昭和女子大学

※安部 一博 213 神奈川県川崎市高津区北見209-4 044-81 1-9621 

個人

清水 美三子 143 東京都大田区中央ト2ト12 03-3774-0073 

堀江健一 180 武蔵野市吉祥寺南町5ふ¥0 カーサムルソー101 0422-42-5291 

北岡文雄 168 東京都杉並区和泉2-27-8 03-3328-3361 

木村 繁之 186 東京都国立市東3-21-33-102 0425-73-3025 

栗本佳典 191 東京都日野市新井60-2-202 0425-87 -2424 

萩原英雄 164 東京都中野区上高田5-33-8 03-3386-0192 

松村 誠一 206 多摩市和田町1449-2 クオ リテイハウス8-102 0423-71-4739 

三木 淳史 171 豊島区雑司が谷2-28-6 メソーンkojimal02 03-5992-9699 

若生秀二 201 東京都狛江市東和泉1-29-18-503 03-3488-5538 

若月 公平 196 東京都昭島市中神町1364W-95 0425-46-6559 

渡辺 満 194 東京都町田市成瀬台4-26-4 0427 -26-4876 
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関西 ・近畿地区

大阪芸術大学 585 大阪府南河内郡河南町東山 0721-93-3781 
※坪田政彦 670 兵庫県姫路市西八代町10-23 0792-93-6707 

大阪教育大学 582 大阪府柏原市旭ケE:.4-698-1 0729-76-3211 
※朝比奈逸人 560 大阪府池田市井口堂3-1-6 新加納苑103 0727-62-7747 

浪速短期大学 664 兵庫県伊丹市荒牧字上ヶ池2-1 0727-77-3353 
※山中佳一 592 堺市浜寺石津町西4-4-9 0722-41-1692 

四候畷学園女子短期大学 574 大阪府大東市学園町6-45 0720-76-6171 
※中路規夫(成安造短) 601 京都市南区西九条横町6 075-691-3943 

神戸文化短期大学 673 兵庫県明石市明南町2-1-50 078-927 -077 1 
※庄野予備子(京都芸大) 659 兵庫県芦屋市山芦屋町17-28 0797 -32-8082 

兵庫女子短期大学 675-01 兵庫県加古川市平岡町新在家2301 0794-24-0052 
※柳楽節子 651-22 神戸市西区桜が丘西町4-7-7 078-994-5920 

兵庫教育大学 673 兵庫県加東郡社町下久米942-1 0795-44-1101 
※桜井最正 631 奈良県奈良市平松ト3ト13 0742-45-3481 

京都市立芸術大学 610-11 京都市西京区大枝香掛町13-6 075-332-0701 
※舞原克典 524 滋賀県守山市川田町1548-13 0775-83-0028 
田中 孝(京都精華) 520 滋賀県大津市比叡平ト21-5 0775-29-0530 
吉原英雄 569 大阪府高槻市塚原6-18-14 0726-96-2286 
一回達夫(大阪芸大) 564 大阪府吹田市垂水町2-1-807 06-339-4654 
安東菜々(大谷女大) 605 京都市東山区本町7-23-2 075-561-9303 

京都芸術短期大学 606 京都市左京区白川瓜生山2-116 075-791-0066 
※佐藤博一 606 京都市左京区一乗寺地蔵本町34-2 4A 075-711-9065 

京都精華大学 606 京都市左京区岩倉木野137 075-702-5144 
~ 5146 

※武蔵篤彦 606 京都市左京区岩倉中町225-403 ドムス岩倉403 075-711-0426 
黒崎 î~〆〆 603 京都市北区紫竹下園生町19 075-492-2566 
橋本文良 603 京都市北区紫竹西北町33-12
長岡 国人 606 京都市左京区岩倉上蔵町5 ドミール五番館201 075-721-7727 

京都文教短期大学 611 京都府字j台市槙島町千足80 0774-25-2450 
.2499 

※森 俊夫 569 大阪府高槻市宮之川原1-12-1 0726-89-1677 
奥井章夫 606 京都市左京区下鴨下川原町47 075-791-1668 
桜井貞夫 617 京都府向日市寺戸町二枚田4-51 075-93 1-0446 

滋賀大学 520 滋賀県大津市平津子l 0775-37-0081 
※秋元幸茂 520 滋賀県大津市稲葉台13-10 0775-25-7927 

嵯峨美術短期大学 616 京都市右京区嵯峨五島町l 075-864-7884 
※木村 秀樹 520 滋賀県大津市比叡平3-10-5 0775-29-0320 
酋 真 603 京都市北区平野上柳町28-21 075-462-2258 
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村上文生 621 京都府亀岡市篠町広田3-6-7 0771-25-2501 
成安造形大学 520-02 滋賀県大津市仰木町 0775-74-2111 
※大原雄寛 601-13 京都市伏見区日野岡西町4-53 075-571-6271 
長宗我部友子 520 滋賀県大津市比叡平3-42-14 0775-29-0376 

和歌山大学 640 和歌山市栄谷930 0734-54-0361 
※山崎直秀 642 和歌山県海南市日方930-1-A-32 0734-83-6840 

個人

出版 司 604 京都市中京区姉小路堀川東入ル 075-221-5658 

中国・四国地区

広島大学 734 広島市南区東雲3-1-33 082-281-3141 
※馬淵 聖 253 神奈川県茅ケ崎市芹沢2511-2 0467-51-1497 

福山大学工学部 729-02 広島県福山市東村町三蔵985 0849-36-2111 
※斎藤俊徳 721 福山市引野町北2-28-2 0849-43-5574 

比治山女子短期大学

※浜本桂三 732 広島市東区牛田新町4-1-1

山口芸術短期大学 754 山口県吉敷郡小郡町大字上郷 0839-72-2880 
※安問 寛行 754 山口県吉敷郡小郡町大字上郷、山口芸術短大内

徳島大学 770 徳島市南常三島町卜l 0886-23-2311 
※平木美鶴 770 徳島市北佐古2-1-22 0886-33-5233 
石井健治 770 徳島市中常三島町2-9 常三住宅2-201 0886-26-1184 

鳴門教育大学 772 徳島県鳴門市鳴門町高島 0886-87-1311 
※武市 勝 772 徳島県鳴門市里浦町粟津168-2-3504 0886-86-0094 
津地威汎 770 徳島市中吉野町3-1ト2 0886-54-0046 

高知大学 780 高知市曙町2ふ l 0888-44-0111 
※宮田 克人 780 高知市小津町10-41-532

愛媛大学 790 愛媛県松山市文京町3 0899-24-7111 
※奥定 一孝 790 愛媛県松山市東野5-1-19

個人

多国益也 731-51 広島市佐伯区五日市町五月ケ丘3-14-27 0829-41-2347 
崎野寿蔵 799-21 愛媛県伊予市灘町4
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九州・沖縄地区

福岡教育大学 811-41 福岡県宗像市大字赤間729 0940-35-1436 
河内成幸 206 東京都多摩市桜ケ.Ji4-26-33 0423-71-4687 
※松丸 英生 811-41 福岡県宗像市赤間729 教大宿舎331 0940-32-7808 

九州産業大学芸術学部 813 福岡市東区松番台2-3-1 092-673-5050 
※酒井忠臣 (九州造短) 811-34 福岡県宗像市田熊1254-35 0940-3 7 -0728 
古本元治 811-34 福岡県宗像市日の里5ふ l、57棟201 0940-36-4467 
八木 穂、 806 北九州市八幡西区市瀬1-16-10 093-612-1160 
山下哲郎 813 福岡市東区香稚駅前3-17-21 ハイツ森407

九州芸術工科大学 815 福岡市南区大字塩原4-9-1 092-553-4507 
※吉田 東 815 福岡市南区大字塩原226 092-541-1431 
宮木英幸 813 福岡市東区香稚台1-7-9 092-671-6055 

佐賀大学 840 佐賀市本庄町l 0952-24-5191 
※深草 康平 804 佐賀市本庄町l 0952-24-5191 

宮崎女子短期大学 889-16 宮崎県宮崎郡清武町加納丙1415
※唐下美輪

琉球大学 903-01 沖縄県中頭郡西原町字千原l 098-895-2221 
※永津禎三 903-01 沖縄県中頭郡西原町字翁長25-2 098-946-2169 
神山泰治 903 沖縄県那覇市首里石嶺町4-173-11 0988-85-5814 

福岡市美術館

※佐々木倣 814-01 福岡市城南区梅林4-14-5 092-871-2184 

名誉会員

末松正樹 158 東京都世田谷区奥沢2-17-22
田中忠雄 180-03 東久留米市学園町1-14-34
村井正誠 158 東京都世田谷区中野1-6-12
脇田 手口 155 東京都世田谷区代田4-14-2
平塚運一 7207 Connecticut Avenue Chevy Chase MD 20015 U S A 

町田市立国際版画美術館 194 東京都町田市原町田4-28-1
(館長) 青木 茂

(学芸員)高木幸枝

44・ー・会員名簿

0427 -26-2771.0860 



大学版画学会 第23号

発行日 平成5年12月

編集・発行 大学版画学会

東京都小金井市貫井北町4-1-1

東京学芸大学第4部美術科

大学版画学会事務局

電話0423-25-2111

編集スタッフ黒崎彩、木村秀樹、田中孝、坪田政彦、

橋本文良、武蔵篤彦、村上文生、(補助、

佐藤博一、山田道夫)

協力 新日本造形株式会社

印刷 佐川印刷(株)



， 
ー・ ・.

・4 ・'-;1' ，'. 

e・、 .
亀




